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今回の景気動向 特別調査は、

SDGs の取組状況です。
※上記内容はフィクションです。

1 ここんにき 預金は「ちくしん」に相談してみよう。

◆　取越教授のみみよりコラム

　　　～変化の起点となりつつある先進国の中間層～

◆　景気動向調査レポート

◆　特別調査

　　　～中小企業におけるSDGs（持続可能な開発目標）の取組状況について～

◆　久留米大学だより

　　　フットパスを通じた地域づくりと教育

　　　～「地域再発見！」を事例として～

◆　久留米大学生が社長にきく！

　　　～若菜エステート株式会社　代表取締役　若菜永治～

◆　次世代を担う人づくり

　　　～大学生の編集者体験　絣藍ドルあいくるの活動～

◆　久留米大学生にきく！若者のホンネ

　　　～久留米大学生の就職観と消費を4年半前と比較する～

　当金庫は、久留米市を中心として八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗町、筑前町
の5市3町を主たる営業エリアとしています。また、本誌に掲載しております景気動向調査を含
めた経済情報についても、同エリアを対象として掲載しています。そのため本誌名は、この辺

り、この周辺といった意味を表わす方言で5市3町を総称し、「ここんにき」としました。

目　次

ここんにき

表紙のデザイン
本誌の表紙は、山田奨馬さん（久留米大学商学部 2022

年度卒）のデザインを使用しています。

久留米絣を羽織った女性の髪を筑後川の流れにたと

え、上流に在りし日の久留米城、下流に水天宮が配置さ

れており、悠久の時の流れも表現していただきました。

2

3

12

14

16

18

20

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・



今回の景気動向 特別調査は、

SDGs の取組状況です。
※上記内容はフィクションです。

1 ここんにき 預金は「ちくしん」に相談してみよう。

◆　取越教授のみみよりコラム

　　　～変化の起点となりつつある先進国の中間層～

◆　景気動向調査レポート

◆　特別調査

　　　～中小企業におけるSDGs（持続可能な開発目標）の取組状況について～

◆　久留米大学だより

　　　フットパスを通じた地域づくりと教育

　　　～「地域再発見！」を事例として～

◆　久留米大学生が社長にきく！

　　　～若菜エステート株式会社　代表取締役　若菜永治～

◆　次世代を担う人づくり

　　　～大学生の編集者体験　絣藍ドルあいくるの活動～

◆　久留米大学生にきく！若者のホンネ

　　　～久留米大学生の就職観と消費を4年半前と比較する～

　当金庫は、久留米市を中心として八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗町、筑前町
の5市3町を主たる営業エリアとしています。また、本誌に掲載しております景気動向調査を含
めた経済情報についても、同エリアを対象として掲載しています。そのため本誌名は、この辺

り、この周辺といった意味を表わす方言で5市3町を総称し、「ここんにき」としました。

目　次

ここんにき

表紙のデザイン
本誌の表紙は、山田奨馬さん（久留米大学商学部 2022

年度卒）のデザインを使用しています。

久留米絣を羽織った女性の髪を筑後川の流れにたと

え、上流に在りし日の久留米城、下流に水天宮が配置さ

れており、悠久の時の流れも表現していただきました。

2

3

12

14

16

18

20

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・



3 ここんにき

業種内訳

製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

１８社 １９社 １７社 １７社 １７社 １８社

監修：久留米大学 商学部　 伊藤 　祐 教授
久留米大学 経済学部 伊佐 　淳 教授

景気動向調査について

景気動向調査の概要

当金庫の営業担当者による面接聞取り調査
当金庫のお取引先企業のうち、久留米市、八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗
町、筑前町に本社を置く従業員規模20名以下の地元中小企業106社（回収率97.2％）

筑後地区の景気動向を把握し、当金庫とお取引いただいてい
る企業の経営者の皆さまに景気に関する情報の提供を行い、
経営にお役立ていただくことを目的としています。

D.I.（ディフュージョン・インデックス）

　景気動向調査における調査結果の分析にD.I.という指標を利用し
ています。
　D.I.とは、経済全体または個別の経済事象について、その変化の方
向と広がりをとらえるための指標で、多くの景気動向調査に利用さ
れている指標です。代表的な各質問項目について、「良い」、「増加」、
「上昇」等と回答した企業の割合から、「悪い」、「減少」、「下降」等と回
答した企業の割合を差し引いて算出しています。

　「ちくしん指数」とは、久留米大学の教授監修のも
とに筑後信用金庫が定めた直感的な景況感を表す独
自の景気動向指数です。景気動向調査対象企業の中
小企業経営者に、外食の回数・代表者が感じる飲食店
の混み具合・業務上のチャンス・従業員への支給ボー
ナスの増減・従業員の有休取得状況などの景況を表
すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、組合せる
ことによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

2023年3月
2022年10月～2023年3月の実績
2023年4月～2023年9月の見通し

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき

取越教授の

み りよみ

変
化
の
起
点
と
な
り
つ
つ
あ
る
先
進
国
の
中
間
層

コラム
　
米
国
を
中
心
と
す
る
西
側
自
由
主
義
諸
国
と
ソ
連
を
中

心
と
す
る
東
側
社
会
主
義
諸
国
の
対
立
で
あ
る
東
西
冷
戦

は
、
1
9
8
9
年
、
米
ソ
首
脳
に
よ
る
冷
戦
終
結
宣
言（
ま

た
は
1
9
9
1
年
の
ソ
連
崩
壊
）
に
お
い
て
終
結
し
た
。そ

れ
は
、
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
加
速
し
始
め
た
の
で
あ
る
。冷
戦
終
結
ま
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
先
進
国
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、冷
戦
終
結
後
の
そ
れ
は
、ロ
シ
ア
、中
東
欧
諸
国
、そ
し

て
中
国
な
ど
発
展
途
上
国
を
巻
き
込
ん
で
、
ま
さ
し
く
世

界
規
模
で
の
テ
ー
マ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
最
近
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ

て
い
る
。実
際
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

な
ど
と
呼
ば
れ
る
潮
流
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。コ
ロ
ナ
問

題
の
発
生
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
、
そ
う

し
た
潮
流
を
強
め
る
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
。ち
な
み
に
、

多
く
の
経
済
学
者
は
伝
統
的
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
し

て
賛
成
で
あ
る
。そ
の
理
由
は
、
国
際
的
な
分
業
を
行
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
得
意
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
で
き

る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。そ
う
し
た
理
屈
の
上
で
は
グ
ロ
ー

1991年、早稲田大学政治経済学部
卒、大和総研入社。大和総研アメリ
カ、大和証券キャピタル・マーケッツ 
シンガポール、大和アセットマネジ
メントなどを経て、2021年に久留
米大学へ。経済学博士（九州大学）。

【著書】
大和総研『入門の入門 経済の仕組み』
（分担執筆）など

【趣味】 合気道

久留米大学経済学部教授

取越  達哉 先生
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バ
ル
化
は
好
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
は
、
昨
今
急
速
に
変

化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
一
定
の
支
持
を
集
め
つ
つ
あ
る
の
は
何
故

な
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
一
因
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
所
得

格
差
を
招
く
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
疑
念
に
あ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
所
得
の
関
係
に
つ
い
て
、

ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
非
常
に
有
名
な
分

析
が
あ
る
。氏
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
進

展
し
た
1
9
8
8
‐
2
0
0
8
年
の
20
年
間
の
デ
ー
タ
を

用
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
所
得
の
関
係
に
つ

い
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
※
1
。そ
の
結
果
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
恩
恵
を
受
け
、
実
質
所
得
が
大
き
く
増

加
し
た
の
は
、

• 

主
に
先
進
国
の
超
富
裕
層

• 

途
上
国
の
中
間
層（
大
半
が
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
人
々
）

で
あ
る
こ
と
、
逆
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
恩
恵
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
質
所
得
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し

て
い
な
い
の
は
、

• 
先
進
国
の
中
間
層（
大
半
が
米
・
日
・
独
の
人
々
）

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。先
進
国
の
中
間
層
と

は
、
も
う
少
し
正
確
に
言
う
と
、
お
お
む
ね
各
国
の
所
得
分

布
で
下
位
半
分
に
属
し
て
い
る
「
下
位
中
間
層
」
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、
世
界
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
格
差

は
縮
小
し
て
い
る
も
の
の（
途
上
国
の
人
々
の
所
得
が
、
先

進
国
の
人
々
の
所
得
に
近
付
い
て
い
る
の
で
）、
先
進
国
の

中
だ
け
を
見
る
と
、
所
得
格
差
が
大
き
く
拡
大
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
れ
は
、
直
観
的

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
結
論
で
あ
ろ
う
。

　「
先
進
国
の
中
間
層
」
は
、
世
界
経
済
の
ト
レ
ン
ド
を
考

え
る
上
で
重
要
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。そ
の
理
由
は
、

第
一
に
、
先
進
国
の
選
挙
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
か

ら
で
あ
る
。Bre

xit

や
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
な
ど
は
、そ
の

一
例
で
あ
る
。第
二
に
、
先
進
国
の
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
し

つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。例
え
ば
、
日
本
で
近
年
、
重
要
な

政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
貯
蓄
か
ら
投
資
」
は
、
実
は
、

「
中
間
層
の
」
資
産
形
成
が
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
※
2
。ま
た
米
国
で
は
、
中
間
層
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ハ
イ
テ
ク
製
造
業

振
興
に
も
ま
し
て
、
雇
用
吸
収
力
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
業
に

焦
点
を
当
て
た
雇
用
創
出
戦
略
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
よ

う
な
議
論
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
形
に
せ
よ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
や
や

劣
勢
で
あ
っ
た
先
進
国
の
中
間
層
を
軸
と
し
て
、
時
代
の

潮
目
が
変
化
す
る
兆
し
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。今
後
の
動
向

に
注
目
し
た
い
。

※
1 

立
木
勝
訳（
2
0
1
7
）

　
　 

『
大
不
平
等
　
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
カ
ー
ブ
が
予
測
す
る
未
来
』

み
す
ず
書
房

※
2  

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議（
2
0
2
2
）

　
　 

「
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
」

融資は「ちくしん」に相談してみよう。
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小企業経営者に、外食の回数・代表者が感じる飲食店
の混み具合・業務上のチャンス・従業員への支給ボー
ナスの増減・従業員の有休取得状況などの景況を表
すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、組合せる
ことによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

2023年3月
2022年10月～2023年3月の実績
2023年4月～2023年9月の見通し

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき

取越教授の

み りよみ

変
化
の
起
点
と
な
り
つ
つ
あ
る
先
進
国
の
中
間
層

コラム
　
米
国
を
中
心
と
す
る
西
側
自
由
主
義
諸
国
と
ソ
連
を
中

心
と
す
る
東
側
社
会
主
義
諸
国
の
対
立
で
あ
る
東
西
冷
戦

は
、
1
9
8
9
年
、
米
ソ
首
脳
に
よ
る
冷
戦
終
結
宣
言（
ま

た
は
1
9
9
1
年
の
ソ
連
崩
壊
）
に
お
い
て
終
結
し
た
。そ

れ
は
、
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
加
速
し
始
め
た
の
で
あ
る
。冷
戦
終
結
ま
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
先
進
国
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、冷
戦
終
結
後
の
そ
れ
は
、ロ
シ
ア
、中
東
欧
諸
国
、そ
し

て
中
国
な
ど
発
展
途
上
国
を
巻
き
込
ん
で
、
ま
さ
し
く
世

界
規
模
で
の
テ
ー
マ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
最
近
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ

て
い
る
。実
際
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

な
ど
と
呼
ば
れ
る
潮
流
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。コ
ロ
ナ
問

題
の
発
生
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
、
そ
う

し
た
潮
流
を
強
め
る
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
。ち
な
み
に
、

多
く
の
経
済
学
者
は
伝
統
的
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
し

て
賛
成
で
あ
る
。そ
の
理
由
は
、
国
際
的
な
分
業
を
行
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
得
意
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
で
き

る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。そ
う
し
た
理
屈
の
上
で
は
グ
ロ
ー

1991年、早稲田大学政治経済学部
卒、大和総研入社。大和総研アメリ
カ、大和証券キャピタル・マーケッツ 
シンガポール、大和アセットマネジ
メントなどを経て、2021年に久留
米大学へ。経済学博士（九州大学）。

【著書】
大和総研『入門の入門 経済の仕組み』
（分担執筆）など

【趣味】 合気道

久留米大学経済学部教授

取越  達哉 先生

Vol.3

バ
ル
化
は
好
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
は
、
昨
今
急
速
に
変

化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
一
定
の
支
持
を
集
め
つ
つ
あ
る
の
は
何
故

な
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
一
因
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
所
得

格
差
を
招
く
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
疑
念
に
あ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
所
得
の
関
係
に
つ
い
て
、

ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
非
常
に
有
名
な
分

析
が
あ
る
。氏
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
進

展
し
た
1
9
8
8
‐
2
0
0
8
年
の
20
年
間
の
デ
ー
タ
を

用
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
所
得
の
関
係
に
つ

い
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
※
1
。そ
の
結
果
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
恩
恵
を
受
け
、
実
質
所
得
が
大
き
く
増

加
し
た
の
は
、

• 

主
に
先
進
国
の
超
富
裕
層

• 

途
上
国
の
中
間
層（
大
半
が
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
人
々
）

で
あ
る
こ
と
、
逆
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
恩
恵
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
質
所
得
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し

て
い
な
い
の
は
、

• 

先
進
国
の
中
間
層（
大
半
が
米
・
日
・
独
の
人
々
）

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。先
進
国
の
中
間
層
と

は
、
も
う
少
し
正
確
に
言
う
と
、
お
お
む
ね
各
国
の
所
得
分

布
で
下
位
半
分
に
属
し
て
い
る
「
下
位
中
間
層
」
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、
世
界
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
格
差

は
縮
小
し
て
い
る
も
の
の（
途
上
国
の
人
々
の
所
得
が
、
先

進
国
の
人
々
の
所
得
に
近
付
い
て
い
る
の
で
）、
先
進
国
の

中
だ
け
を
見
る
と
、
所
得
格
差
が
大
き
く
拡
大
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
れ
は
、
直
観
的

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
結
論
で
あ
ろ
う
。

　「
先
進
国
の
中
間
層
」
は
、
世
界
経
済
の
ト
レ
ン
ド
を
考

え
る
上
で
重
要
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。そ
の
理
由
は
、

第
一
に
、
先
進
国
の
選
挙
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
か

ら
で
あ
る
。Bre

xit

や
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
な
ど
は
、そ
の

一
例
で
あ
る
。第
二
に
、
先
進
国
の
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
し

つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。例
え
ば
、
日
本
で
近
年
、
重
要
な

政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
貯
蓄
か
ら
投
資
」
は
、
実
は
、

「
中
間
層
の
」
資
産
形
成
が
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
※
2
。ま
た
米
国
で
は
、
中
間
層
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ハ
イ
テ
ク
製
造
業

振
興
に
も
ま
し
て
、
雇
用
吸
収
力
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
業
に

焦
点
を
当
て
た
雇
用
創
出
戦
略
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
よ

う
な
議
論
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
形
に
せ
よ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
や
や

劣
勢
で
あ
っ
た
先
進
国
の
中
間
層
を
軸
と
し
て
、
時
代
の

潮
目
が
変
化
す
る
兆
し
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。今
後
の
動
向

に
注
目
し
た
い
。

※
1 

立
木
勝
訳（
2
0
1
7
）

　
　 

『
大
不
平
等
　
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
カ
ー
ブ
が
予
測
す
る
未
来
』

み
す
ず
書
房

※
2  

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議（
2
0
2
2
）

　
　 

「
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
」

融資は「ちくしん」に相談してみよう。



5 ここんにき 4ここんにき

全業種総合

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～

今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比8.4ポイント増加し、プラス3.3と
プラスに転じた。
業種別にみても、建設業を除き前期比改善した。今後はプラス1.5と
1.8ポイント減少し、前期比好況感がやや減少する見通しとなった。
今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.9ポイント減少し、△7.6と厳しさが
増した。今後は△10.7と3.1ポイント減少し、厳しさが増す見通しとな
った。

今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比4.8ポイント増加し、
プラス15.2と増加傾向を強めた。業種別にみ
ると、製造業と小売業、建設業でＤ．Ｉ．を押し上
げた。今後はプラス6.7と8.5ポイント減少し、
増加幅は減少する見通しとなった。

今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比6.7ポイント減少し、
マイナス4.8と悪化に転じた。業種別にみると、
製造業とサービス業、建設業でＤ．Ｉ．を押し下げ
た。今後は△7.6と前期同様の厳しさが続く見
通しとなった。

今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比1.9ポイント減
少し、マイナス1.9となった。今後は△1.9と前
期同様の水準となる見通しとなった。

今期の運転資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比13.5ポイ
ント増加し、△13.2と減少傾向が弱まった。今
後は△19.2と6.0ポイント減少し、運転資金の
必要性は減少傾向が強まる見通しとなった。

今期の人手不足度Ｄ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント
増加し、プラス8.5と人手不足の度合いが強ま
った。業種別にみると、小売業、サービス業、建
設業で人手不足の度合いが増加した。今後は
8.5と人手不足の度合いは前期同様の見通しと
なった。

今期の設備資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比6.8ポイン
ト減少し、△18.1と減少傾向を強めた。今後は
△11.8と6.3ポイント増加し、減少傾向を弱め
る見通しとなった。

今期の残業時間Ｄ．Ｉ．は、前期比5.8ポイント増
加し、プラス1.0とプラスに転じた。今後は△
7.6と8.6ポイント減少し、残業時間は減少に転
じる見通しとなった。

今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの
平均回数は、前期比0.1回増加し、1.8回と前回
に続き1回を上回った。今後は減少する見通し
となった。

今期の取引先を接待した１ヶ月あたりの平均回
数は、0.9回と横ばい。今後は減少する見通しと
なった。

ちくしん指数

業況

売上

利益

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

主要判断 D.I.

6.8

11.3

26.2

19.6

5.6

0.0

18.9

7.5

0.9

2.8

1.5

0.6

9.4

5.6

5.6

1.9

△ 7.4

12.1

△ 14.0

△ 12.3

2.9

1.4

R1/9

△ 4.8

6.7

△ 3.8

△ 4.7

△ 1.9

△ 8.4

17.0

△ 5.7

△ 10.5

3.3

1.8

R2/3

△ 44.7

△ 46.3

△ 47.2

△ 47.2

△ 27.1

△ 22.4

△ 5.6

37.0

△ 3.7

1.9

1.4

R2/9

△ 36.8

△ 23.1

△ 15.2

△ 20.0

△ 10.5

△ 25.5

△ 8.7

23.8

△ 5.8

0.8

0.5

R3/3

△ 29.9

△ 7.4

△ 1.9

△ 1.9

△ 3.8

△ 15.0

1.0

△ 12.3

△ 19.4

0.9

0.6

R3/9

△ 5.1

△ 4.7

10.4

1.9

0.0

△ 4.8

2.9

△ 26.7

△ 11.3

1.7

0.9

R4/9
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△ 7.6
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△ 4.8

△ 1.9

1.0

8.5

△ 13.2

△ 18.1

1.8

0.9

R5/3

1.5

△ 10.7

6.7

△ 7.6

△ 1.9

△ 7.6

8.5

△ 19.2

△ 11.8

△ 3.8

△ 4.9

見通し

△ 16.8

△ 7.9

0.0

△ 1.0

△ 12.9

△ 15.3

2.0

△ 14.1

△ 8.9

1.5

0.9

R4/3H31/3

ちくしん指数・業況

事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。
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全業種総合

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～

今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比8.4ポイント増加し、プラス3.3と
プラスに転じた。
業種別にみても、建設業を除き前期比改善した。今後はプラス1.5と
1.8ポイント減少し、前期比好況感がやや減少する見通しとなった。
今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.9ポイント減少し、△7.6と厳しさが
増した。今後は△10.7と3.1ポイント減少し、厳しさが増す見通しとな
った。

今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比4.8ポイント増加し、
プラス15.2と増加傾向を強めた。業種別にみ
ると、製造業と小売業、建設業でＤ．Ｉ．を押し上
げた。今後はプラス6.7と8.5ポイント減少し、
増加幅は減少する見通しとなった。

今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比6.7ポイント減少し、
マイナス4.8と悪化に転じた。業種別にみると、
製造業とサービス業、建設業でＤ．Ｉ．を押し下げ
た。今後は△7.6と前期同様の厳しさが続く見
通しとなった。

今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比1.9ポイント減
少し、マイナス1.9となった。今後は△1.9と前
期同様の水準となる見通しとなった。

今期の運転資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比13.5ポイ
ント増加し、△13.2と減少傾向が弱まった。今
後は△19.2と6.0ポイント減少し、運転資金の
必要性は減少傾向が強まる見通しとなった。

今期の人手不足度Ｄ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント
増加し、プラス8.5と人手不足の度合いが強ま
った。業種別にみると、小売業、サービス業、建
設業で人手不足の度合いが増加した。今後は
8.5と人手不足の度合いは前期同様の見通しと
なった。

今期の設備資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比6.8ポイン
ト減少し、△18.1と減少傾向を強めた。今後は
△11.8と6.3ポイント増加し、減少傾向を弱め
る見通しとなった。

今期の残業時間Ｄ．Ｉ．は、前期比5.8ポイント増
加し、プラス1.0とプラスに転じた。今後は△
7.6と8.6ポイント減少し、残業時間は減少に転
じる見通しとなった。

今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの
平均回数は、前期比0.1回増加し、1.8回と前回
に続き1回を上回った。今後は減少する見通し
となった。

今期の取引先を接待した１ヶ月あたりの平均回
数は、0.9回と横ばい。今後は減少する見通しと
なった。
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0.0

18.9

7.5

0.9
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0.8

0.5
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1.0
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0.9

R5/3

1.5

△ 10.7

6.7
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0.0
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△ 12.9

△ 15.3

2.0

△ 14.1

△ 8.9
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0.9

R4/3H31/3

ちくしん指数・業況

事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。



7 ここんにき 6ここんにき

製造業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.9ポイント増加

し、△1.1と厳しさが和らいだ。今後は△3.4と2.3ポイ

ント減少し、厳しさがやや増加する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.8ポイント増加し、

プラス11.8と増加傾向に転じた。今後は△18.8と30.6

ポイント減少し、再び厳しさを強める見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比4.9ポイント増加し、16.7と

増加傾向を強めた。今後はプラスマイナス0.0と16.7ポ

イント減少し、増加傾向から均衡となる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比0.9ポイント増加し、△

16.7と前期並みであった。今後は△16.7と増減なく、ほ

ぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント増加し、プ

ラス5.6と増加傾向に転じた。今後はプラスマイナス0.0

と5.6ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　前期の経営課題は、多い順に「原材料高騰（12）」「人手

不足（6）」「同業者間の競争（6）」であったが、今期は「原

材料高騰（12）」が最も多く、ついで「人手不足（6）」「仕入

先からの値上げ要請（5）」となった。

★調査員コメント★

・小規模家族経営であるが、業況は堅調に推移（金属加工）
・各ドレッシング類のインターネット販売に注力。人員・設
備は不足気味（食品）
・今後も車輛、コピー機等設備投資が必要。同業者廃業が出
ており、顧客の獲得を逃さないようにしている（木材加工）
・人材不足、機械老朽化等課題はたくさんある。注文は増加
傾向（シール印刷）
・原材料高騰につき、利益が確保しずらい。人手不足（機械加工）
・社長が高齢のため、後継者問題が今後の課題（金属加工）

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 1.1

11.8

16.7

5.6

△ 16.7

55.6

94.4

11.1

5.6

16.7

5.6

△ 50.0

△ 27.8

1.3

1.1

R5/3

△ 59.6

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

△ 55.6

△ 16.7

17.6

△ 17.6

△ 27.8

△ 55.6

△ 16.7

27.8

△ 11.1

1.6

1.1

△ 8.2

5.9

29.4

35.3

17.6

11.8

41.2

11.8

5.9

0.0

5.9

0.0

0.0

1.8

0.9

R2/9

△ 54.2

△ 46.7

△ 40.0

△ 33.3

△ 40.0

△ 13.3

33.3

0.0

△ 33.3

△ 46.7

△ 33.3

40.0

△ 26.7

0.5

0.6

R3/3

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

R2/3H31/3

△ 4.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 11.8

△ 16.7

0.0

23.5

△ 5.9

5.6

△ 16.7

11.1

△ 16.7

△ 5.9

1.8

1.3

R1/9

△ 38.9

△ 44.4

△ 50.0

△ 22.2

△ 38.9

0.0

44.4

△ 5.6

△ 33.3

△ 38.9

11.1

0.0

△ 27.8

0.7

0.4

R3/9

△ 30.4

△ 31.3

△ 6.3

△ 12.5

△ 18.8

6.3

56.3

12.5

△ 6.3

△ 37.5

12.5

6.3

△ 12.5

0.6

0.5

R4/3

△ 6.0

0.0

11.8

△ 5.9

△ 17.6

58.8

100.0

5.9

0.0

△ 11.8

11.8

△ 52.9

△ 29.4

1.6

1.1

R4/9

△ 3.4

△ 18.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

55.6

66.7

5.6

0.0

△ 16.7

0.0

△ 37.5

△ 18.8

5.9

0.0

見通し

★調査員コメント★
該当ありません

卸売業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比11.7ポイント増

加し、10.6とプラスに転じた。今後はプラス3.2と7.4

ポイント減少し、好況感は縮小する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.1ポイント増加す

るも、△36.8と前期同様の厳しさであった。今後は△

26.3と10.5ポイント増加するも、厳しさが続く見通し

となった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比16.1ポイント増加し、プ

ラス10.5と減少から増加に転じた。今後はプラスマイ

ナス0.0と10.5ポイント減少し、増加傾向から均衡と

なる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.4ポイント増加し、△

5.3と厳しさが和らいだ。今後は△15.8と10.5ポイン

ト減少し、減少傾向が強まる見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比変動なく、プラスマ

イナス0.0であった。今後も変動なく、プラスマイナス

0.0と均衡となる見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「売上不振（7）」「同業者

間の競争（6）」「利幅の縮小（6）」であったが、今期は「利

幅の縮小（7）」「仕入先からの値上げ要請（7）」が同順

位で「同業者間の競争（6）」「人件費の増加（6）」「売上

不振（5）」と続いた。

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.6

△ 36.8

10.5

△ 5.3

42.1

57.9

△ 10.5

0.0

5.3

5.3

26.3

0.0

2.1

1.3

R5/3

3.2

△ 26.3

0.0

△ 15.8

31.6

57.9

△ 10.5

0.0

△ 5.3

5.3

△ 10.5

0.0

5.3

16.7

見通し

3.4

5.9

16.7

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

5.6

△ 11.1

0.0

3.4

1.8

H31/3

△ 3.4

5.6

16.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

0.0

0.0

△ 16.7

0.0

△ 33.3

△ 22.2

5.2

1.6

R1/9

△ 10.2

△ 16.7

17.6

23.5

23.5

41.2

0.0

△ 17.6

△ 5.9

△ 11.8

△ 27.8

△ 11.8

2.4

1.8

R4/3

△ 1.1

△ 38.9

△ 5.6

△ 16.7

44.4

61.1

△ 11.1

0.0

5.9

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.8

2.3

1.3

R4/9

△ 26.7

△ 44.4

△ 11.1

△ 22.2

0.0

0.0

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 11.1

27.8

△ 11.1

1.2

0.8

R3/3

△ 23.3

11.1

16.7

22.2

27.8

38.9

△ 22.2

5.6

△ 5.9

△ 5.9

△ 22.2

△ 11.8

1.3

0.7

R3/9

△ 47.8

△ 72.2

△ 72.2

△ 61.1

△ 22.2

0.0

△ 16.7

△ 23.5

△ 22.2

0.0

55.6

11.1

1.3

1.1

R2/9

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。



7 ここんにき 6ここんにき

製造業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.9ポイント増加

し、△1.1と厳しさが和らいだ。今後は△3.4と2.3ポイ

ント減少し、厳しさがやや増加する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.8ポイント増加し、

プラス11.8と増加傾向に転じた。今後は△18.8と30.6

ポイント減少し、再び厳しさを強める見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比4.9ポイント増加し、16.7と

増加傾向を強めた。今後はプラスマイナス0.0と16.7ポ

イント減少し、増加傾向から均衡となる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比0.9ポイント増加し、△

16.7と前期並みであった。今後は△16.7と増減なく、ほ

ぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント増加し、プ

ラス5.6と増加傾向に転じた。今後はプラスマイナス0.0

と5.6ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　前期の経営課題は、多い順に「原材料高騰（12）」「人手

不足（6）」「同業者間の競争（6）」であったが、今期は「原

材料高騰（12）」が最も多く、ついで「人手不足（6）」「仕入

先からの値上げ要請（5）」となった。

★調査員コメント★

・小規模家族経営であるが、業況は堅調に推移（金属加工）
・各ドレッシング類のインターネット販売に注力。人員・設
備は不足気味（食品）
・今後も車輛、コピー機等設備投資が必要。同業者廃業が出
ており、顧客の獲得を逃さないようにしている（木材加工）
・人材不足、機械老朽化等課題はたくさんある。注文は増加
傾向（シール印刷）
・原材料高騰につき、利益が確保しずらい。人手不足（機械加工）
・社長が高齢のため、後継者問題が今後の課題（金属加工）

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 1.1

11.8

16.7

5.6

△ 16.7

55.6

94.4

11.1

5.6

16.7

5.6

△ 50.0

△ 27.8

1.3

1.1

R5/3

△ 59.6

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

△ 55.6

△ 16.7

17.6

△ 17.6

△ 27.8

△ 55.6

△ 16.7

27.8

△ 11.1

1.6

1.1

△ 8.2

5.9

29.4

35.3

17.6

11.8

41.2

11.8

5.9

0.0

5.9

0.0

0.0

1.8

0.9

R2/9

△ 54.2

△ 46.7

△ 40.0

△ 33.3

△ 40.0

△ 13.3

33.3

0.0

△ 33.3

△ 46.7

△ 33.3

40.0

△ 26.7

0.5

0.6

R3/3

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

R2/3H31/3

△ 4.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 11.8

△ 16.7

0.0

23.5

△ 5.9

5.6

△ 16.7

11.1

△ 16.7

△ 5.9

1.8

1.3

R1/9

△ 38.9

△ 44.4

△ 50.0

△ 22.2

△ 38.9

0.0

44.4

△ 5.6

△ 33.3

△ 38.9

11.1

0.0

△ 27.8

0.7

0.4

R3/9

△ 30.4

△ 31.3

△ 6.3

△ 12.5

△ 18.8

6.3

56.3

12.5

△ 6.3

△ 37.5

12.5

6.3

△ 12.5

0.6

0.5

R4/3

△ 6.0

0.0

11.8

△ 5.9

△ 17.6

58.8

100.0

5.9

0.0

△ 11.8

11.8

△ 52.9

△ 29.4

1.6

1.1

R4/9

△ 3.4

△ 18.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

55.6

66.7

5.6

0.0

△ 16.7

0.0

△ 37.5

△ 18.8

5.9

0.0

見通し

★調査員コメント★
該当ありません

卸売業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比11.7ポイント増

加し、10.6とプラスに転じた。今後はプラス3.2と7.4

ポイント減少し、好況感は縮小する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.1ポイント増加す

るも、△36.8と前期同様の厳しさであった。今後は△

26.3と10.5ポイント増加するも、厳しさが続く見通し

となった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比16.1ポイント増加し、プ

ラス10.5と減少から増加に転じた。今後はプラスマイ

ナス0.0と10.5ポイント減少し、増加傾向から均衡と

なる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.4ポイント増加し、△

5.3と厳しさが和らいだ。今後は△15.8と10.5ポイン

ト減少し、減少傾向が強まる見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比変動なく、プラスマ

イナス0.0であった。今後も変動なく、プラスマイナス

0.0と均衡となる見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「売上不振（7）」「同業者

間の競争（6）」「利幅の縮小（6）」であったが、今期は「利

幅の縮小（7）」「仕入先からの値上げ要請（7）」が同順

位で「同業者間の競争（6）」「人件費の増加（6）」「売上

不振（5）」と続いた。

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.6

△ 36.8

10.5

△ 5.3

42.1

57.9

△ 10.5

0.0

5.3

5.3

26.3

0.0

2.1

1.3

R5/3

3.2

△ 26.3

0.0

△ 15.8

31.6

57.9

△ 10.5

0.0

△ 5.3

5.3

△ 10.5

0.0

5.3

16.7

見通し

3.4

5.9

16.7

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

5.6

△ 11.1

0.0

3.4

1.8

H31/3

△ 3.4

5.6

16.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

0.0

0.0

△ 16.7

0.0

△ 33.3

△ 22.2

5.2

1.6

R1/9

△ 10.2

△ 16.7

17.6

23.5

23.5

41.2

0.0

△ 17.6

△ 5.9

△ 11.8

△ 27.8

△ 11.8

2.4

1.8

R4/3

△ 1.1

△ 38.9

△ 5.6

△ 16.7

44.4

61.1

△ 11.1

0.0

5.9

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.8

2.3

1.3

R4/9

△ 26.7

△ 44.4

△ 11.1

△ 22.2

0.0

0.0

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 11.1

27.8

△ 11.1

1.2

0.8

R3/3

△ 23.3

11.1

16.7

22.2

27.8

38.9

△ 22.2

5.6

△ 5.9

△ 5.9

△ 22.2

△ 11.8

1.3

0.7

R3/9

△ 47.8

△ 72.2

△ 72.2

△ 61.1

△ 22.2

0.0

△ 16.7

△ 23.5

△ 22.2

0.0

55.6

11.1

1.3

1.1

R2/9

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

2.5

△ 47.1

18.8

18.8

50.0

81.3

6.3

△ 18.8

11.8

11.8

△ 23.5

△ 35.3

1.2

0.2

R5/3

2.4

△ 35.3

25.0

6.3

37.5

50.0

12.5

6.3

0.0

5.9

△ 31.3

△ 31.3

0.0

△ 23.5

見通し

2.2

△ 33.3

27.8

27.8

11.1

22.2

27.8

△ 22.2

5.6

22.2

5.6

5.6

2.2

1.4

H31/3

△ 1.1

11.8

16.7

27.8

5.6

27.8

△ 5.6

5.6

0.0

5.9

5.9

5.9

2.7

1.3

R1/9

△ 52.2

△ 77.8

△ 94.4

△ 94.4

△ 11.1

5.6

△ 27.8

△ 50.0

△ 38.9

△ 27.8

66.7

5.6

1.9

0.8

R2/9

△ 39.8

△ 66.7

△ 44.4

△ 44.4

0.0

0.0

△ 11.8

△ 33.3

△ 22.2

△ 16.7

5.6

11.1

0.5

0.2

R3/3

△ 25.4

△ 46.7

△ 6.7

△ 26.7

33.3

40.0

△ 6.7

△ 60.0

△ 13.3

△ 14.3

△ 33.3

△ 7.1

0.9

0.4

R4/3

△ 15.9

△ 44.4

0.0

△ 5.6

27.8

77.8

△ 5.6

△ 22.2

0.0

11.1

△ 27.8

△ 23.5

1.0

0.5

R4/9

△ 37.1

△ 83.3

△ 44.4

△ 38.9

△ 11.1

16.7

△ 5.6

△ 23.5

△ 18.8

△ 23.5

△ 38.9

△ 41.2

0.4

0.1

R3/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

3.5

△ 17.6

11.8

△ 17.6

11.8

52.9

0.0

5.9

17.6

△ 5.9

5.9

1.9

0.7

R5/3

0.0

△ 17.6

11.8

△ 11.8

23.5

41.2

0.0

5.9

35.3

11.8

23.5

△ 11.8

△ 5.9

見通し

15.6

11.1

33.3

16.7

22.2

33.3

16.7

5.6

27.8

22.2

11.1

1.8

1.1

H31/3

12.4

23.5

△ 5.6

5.6

11.1

27.8

0.0

△ 16.7

5.6

0.0

△ 22.2

2.1

1.3

R1/9

△ 39.5

△ 38.9

△ 38.9

△ 33.3

△ 6.3

0.0

△ 27.8

△ 11.1

0.0

50.0

5.9

1.7

0.7

R2/9

△ 37.8

△ 11.1

△ 11.1

△ 16.7

0.0

11.8

0.0

△ 27.8

5.6

44.4

11.1

0.7

0.4

R3/3

△ 17.8

△ 11.1

11.1

0.0

11.1

55.6

△ 5.6

△ 11.1

11.1

5.6

△ 5.6

0.9

0.4

R4/3

△ 1.2

△ 5.9

29.4

5.9

12.5

47.1

5.9

0.0

5.9

△ 29.4

△ 5.9

1.6

1.1

R4/9

△ 33.3

11.1

11.1

5.6

0.0

11.8

△ 5.6

5.6

22.2

16.7

△ 11.1

0.9

0.5

R3/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比18.4ポイント増

加し、プラス2.5とプラスに転じた。今後は2.4と0.1ポ

イント減少しするも、ほぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.7ポイント減少し、△

47.1と前期同様の厳しさであった。今後は△35.3と11.8

ポイント増加し厳しさがやや弱まる見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比18.8ポイント増加し、プ

ラス18.8と増加傾向に転じた。今後は25.0と6.2ポイ

ント増加し、増加傾向が強まる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比24.4ポイント増加し、プ

ラス18.8とプラスに転じた。今後は6.3と12.5ポイン

ト減少し、増加幅が減少する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比3.4ポイント増加し、

△18.8とほぼ前期同様であった。今後は6.3と25.1ポ

イント増加し、窮屈感を脱する見通しとなった。

　前期の経営課題は、「売上不振（12）」が最も多く、「利

幅の縮小（6）」「人手不足（5）」「仕入先からの値上げ要

請（5）」であったが、今期は「売上不振（8）」が最も多く、

ついで「仕入先からの値上げ要請（7）」「同業者間の競

争（6）」となった。

　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.7ポイント増

加し、プラス3.5とプラスに転じた。今後はプラスマ

イナス0.0と3.5ポイント減少し、増加傾向から均衡

となる見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.7ポイント減少

し、△17.6と厳しさを増した。今後は△17.6と横ば

いの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は前期比17.6ポイント減少し、プ

ラス11.8となり増加傾向が弱まった。今後は11.8と

横ばいの見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比23.5ポイント減少し、

△17.6となり増加から減少に転じた。今後は△11.8

と前期比5.8ポイント増加し、減少幅が縮小する見通

しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比5.9ポイント減少

し、プラスマイナス0.0となり増加傾向から均衡とな

った。今後はプラスマイナス0.0と横ばいの見通しと

なった。

　前期の経営課題は、多い順に「人手不足（7）」」「材

料価格の上昇（6）」「人件費の増加（4）」「売上不振

（4）」であったが、今期は「人手不足（7）」が最も多く、

ついで「材料価格の上昇（6）」「同業者間の競争（6）」

となった。

サービス業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～

★調査員コメント★
・今月車両購入し、業務の効率化を図っている（食料品小売）

★調査員コメント★
・同業者間の競争が激しく、顧客の要望に沿った対応を行い、
いかに固定客をつかめるか、リピーターを増やすかが課題で
ある。（サービス業）

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

2.5

△ 47.1

18.8

18.8

50.0

81.3

6.3

△ 18.8

11.8

11.8

△ 23.5

△ 35.3

1.2

0.2

R5/3

2.4

△ 35.3

25.0

6.3

37.5

50.0

12.5

6.3

0.0

5.9

△ 31.3

△ 31.3

0.0

△ 23.5

見通し

2.2

△ 33.3

27.8

27.8

11.1

22.2

27.8

△ 22.2

5.6

22.2

5.6

5.6

2.2

1.4

H31/3

△ 1.1

11.8

16.7

27.8

5.6

27.8

△ 5.6

5.6

0.0

5.9

5.9

5.9

2.7

1.3

R1/9

△ 52.2

△ 77.8

△ 94.4

△ 94.4

△ 11.1

5.6

△ 27.8

△ 50.0

△ 38.9

△ 27.8

66.7

5.6

1.9

0.8

R2/9

△ 39.8

△ 66.7

△ 44.4

△ 44.4

0.0

0.0

△ 11.8

△ 33.3

△ 22.2

△ 16.7

5.6

11.1

0.5

0.2

R3/3

△ 25.4

△ 46.7

△ 6.7

△ 26.7

33.3

40.0

△ 6.7

△ 60.0

△ 13.3

△ 14.3

△ 33.3

△ 7.1

0.9

0.4

R4/3

△ 15.9

△ 44.4

0.0

△ 5.6

27.8

77.8

△ 5.6

△ 22.2

0.0

11.1

△ 27.8

△ 23.5

1.0

0.5

R4/9

△ 37.1

△ 83.3

△ 44.4

△ 38.9

△ 11.1

16.7

△ 5.6

△ 23.5

△ 18.8

△ 23.5

△ 38.9

△ 41.2

0.4

0.1

R3/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

3.5

△ 17.6

11.8

△ 17.6

11.8

52.9

0.0

5.9

17.6

△ 5.9

5.9

1.9

0.7

R5/3

0.0

△ 17.6

11.8

△ 11.8

23.5

41.2

0.0

5.9

35.3

11.8

23.5

△ 11.8

△ 5.9

見通し

15.6

11.1

33.3

16.7

22.2

33.3

16.7

5.6

27.8

22.2

11.1

1.8

1.1

H31/3

12.4

23.5

△ 5.6

5.6

11.1

27.8

0.0

△ 16.7

5.6

0.0

△ 22.2

2.1

1.3

R1/9

△ 39.5

△ 38.9

△ 38.9

△ 33.3

△ 6.3

0.0

△ 27.8

△ 11.1

0.0

50.0

5.9

1.7

0.7

R2/9

△ 37.8

△ 11.1

△ 11.1

△ 16.7

0.0

11.8

0.0

△ 27.8

5.6

44.4

11.1

0.7

0.4

R3/3

△ 17.8

△ 11.1

11.1

0.0

11.1

55.6

△ 5.6

△ 11.1

11.1

5.6

△ 5.6

0.9

0.4

R4/3

△ 1.2

△ 5.9

29.4

5.9

12.5

47.1

5.9

0.0

5.9

△ 29.4

△ 5.9

1.6

1.1

R4/9

△ 33.3

11.1

11.1

5.6

0.0

11.8

△ 5.6

5.6

22.2

16.7

△ 11.1

0.9

0.5

R3/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比18.4ポイント増

加し、プラス2.5とプラスに転じた。今後は2.4と0.1ポ

イント減少しするも、ほぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比2.7ポイント減少し、△

47.1と前期同様の厳しさであった。今後は△35.3と11.8

ポイント増加し厳しさがやや弱まる見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比18.8ポイント増加し、プ

ラス18.8と増加傾向に転じた。今後は25.0と6.2ポイ

ント増加し、増加傾向が強まる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比24.4ポイント増加し、プ

ラス18.8とプラスに転じた。今後は6.3と12.5ポイン

ト減少し、増加幅が減少する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比3.4ポイント増加し、

△18.8とほぼ前期同様であった。今後は6.3と25.1ポ

イント増加し、窮屈感を脱する見通しとなった。

　前期の経営課題は、「売上不振（12）」が最も多く、「利

幅の縮小（6）」「人手不足（5）」「仕入先からの値上げ要

請（5）」であったが、今期は「売上不振（8）」が最も多く、

ついで「仕入先からの値上げ要請（7）」「同業者間の競

争（6）」となった。

　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.7ポイント増

加し、プラス3.5とプラスに転じた。今後はプラスマ

イナス0.0と3.5ポイント減少し、増加傾向から均衡

となる見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.7ポイント減少

し、△17.6と厳しさを増した。今後は△17.6と横ば

いの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は前期比17.6ポイント減少し、プ

ラス11.8となり増加傾向が弱まった。今後は11.8と

横ばいの見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比23.5ポイント減少し、

△17.6となり増加から減少に転じた。今後は△11.8

と前期比5.8ポイント増加し、減少幅が縮小する見通

しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比5.9ポイント減少

し、プラスマイナス0.0となり増加傾向から均衡とな

った。今後はプラスマイナス0.0と横ばいの見通しと

なった。

　前期の経営課題は、多い順に「人手不足（7）」」「材

料価格の上昇（6）」「人件費の増加（4）」「売上不振

（4）」であったが、今期は「人手不足（7）」が最も多く、

ついで「材料価格の上昇（6）」「同業者間の競争（6）」

となった。

サービス業

～ 深刻さは緩和されるも、厳しい状況が続く見通し ～

★調査員コメント★
・今月車両購入し、業務の効率化を図っている（食料品小売）

★調査員コメント★
・同業者間の競争が激しく、顧客の要望に沿った対応を行い、
いかに固定客をつかめるか、リピーターを増やすかが課題で
ある。（サービス業）

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比1.5ポイント減少

し、△4.8とほぼ横ばいであった。今後は△4.8と横ばい

の見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比5.2ポイント減少し、プ

ラス5.9と好調感が縮小した。今後はプラス11.8と前期

比5.9ポイント増加し、好調感が増す見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比40.2ポイント増加し、プラ

ス23.5とプラスに転じた。。今後はプラス5.9と前期比

17.6ポイント減少し増加傾向が弱まった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.8ポイント減少し、△

11.8とマイナスに転じた。今後は△17.6と5.8ポイント

減少し、減少幅が拡大する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比0.3ポイント増加、プラ

ス5.9とほぼ前期同様であった。今後はプラスマイナス0

と5.9ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通しと

なった。

　前期の経営課題は、多い順に「材料価格の上昇（11）」が

最も多く、ついで「人手不足（10）」「人件費の増加（5）」で

あったが、今期は「材料価格の上昇（15）」が最も多く、つ

いで「人手不足（7）」「同業者間の競争（5）」となった。

不動産業

～ 好調感が強まるも、今後は減速する見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比10.1ポイント増加

し、プラス6.7とプラスに転じた。今後はプラス12.2と

5.5ポイント増加し、好調感が増す見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、

プラス38.9と好況感が減少した。今後はプラス23.5と

15.4ポイント減少し、好況感は減少する見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比33.3ポイント減少し、プラ

ス11.1と好況感が減少した。今後はプラスマイナス0.0

と11.1ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比38.8ポイント減少し、プラ

ス5.6と増加幅が減少した。今後はプラス11.1と5.5ポイ

ント増加し、増加幅が増す見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比16.7ポイント減少し、△

5.6と厳しい状況に転じた。今後は△16.7と11.1ポイン

ト減少し、厳しさが増す見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「商品物件の高騰（8）」「商

品物件の不足（6）」、「大手企業との競争（4）」であったが、

今期は「商品物件の高騰（9）」が最も多く、ついで「商品物

件の不足（7）」、「同業者間の競争（6）」となった。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 4.8

5.9

23.5

5.9

△ 11.8

23.5

88.2

△ 5.9

5.9

△ 23.5

11.8

△ 11.8

△ 23.5

2.6

0.8

R5/3

△ 4.8

11.8

5.9

△ 5.9

△ 17.6

23.5

82.4

△ 11.8

0.0

△ 23.5

5.9

△ 29.4

△ 23.5

△ 18.8

△ 12.5

見通し

△ 23.3

16.7

27.8

22.2

17.6

△ 5.9

77.8

△ 11.8

11.8

△ 22.2

0.0

△ 22.2

△ 22.2

0.9

0.7

11.5

33.3

22.2

22.2

22.2

27.8

50.0

△ 16.7

11.1

5.6

35.3

0.0

△ 11.1

3.3

1.9

R3/9

△ 10.1

17.6

△ 5.6

5.6

0.0

5.6

77.8

0.0

5.6

△ 5.6

11.1

△ 22.2

△ 11.8

2.8

1.3

R4/3H31/3

2.3

5.6

0.0

0.0

△ 5.6

△ 5.6

22.2

△ 5.9

0.0

0.0

27.8

△ 27.8

△ 16.7

2.9

1.3

R1/9

△ 34.1

△ 22.2

△ 27.8

△ 27.8

△ 38.9

△ 11.1

22.2

△ 11.1

△ 33.3

△ 5.6

11.1

27.8

△ 11.1

1.9

1.9

R2/9

△ 31.1

11.8

11.1

16.7

11.1

0.0

22.2

0.0

0.0

△ 27.8

5.6

16.7

△ 17.6

1.6

0.7

R3/3

△ 3.3

11.1

△ 16.7

11.8

0.0

5.6

77.8

△ 5.6

5.6

△ 5.6

5.6

△ 16.7

11.1

2.0

0.9

R4/9

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.7

38.9

11.1

5.6

38.9

41.2

△ 5.9

△ 5.6

△ 11.8

0.0

△ 16.7

△ 29.4

1.3

1.0

R5/3

12.2

23.5

0.0

11.1

27.8

29.4

△ 5.9

△ 16.7

△ 11.8

0.0

△ 22.2

△ 23.5

5.6

0.0

見通し

15.9

44.4

27.8

33.3

16.7

23.5

△ 11.8

11.1

△ 11.1

16.7

29.4

0.0

4.6

1.7

H31/3

△ 2.2

27.8

22.2

27.8

11.1

23.5

△ 17.6

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

△ 11.1

2.9

1.4

R1/9

△ 34.5

△ 11.1

△ 5.6

0.0

5.9

6.7

△ 20.0

0.0

0.0

0.0

△ 5.6

△ 22.2

2.8

2.8

R2/9

△ 34.1

16.7

0.0

△ 11.1

0.0

0.0

△ 29.4

0.0

△ 23.5

△ 5.9

11.1

△ 5.6

0.6

0.4

R3/3

△ 10.6

35.3

△ 11.8

11.8

29.4

47.1

△ 23.5

0.0

△ 17.6

0.0

△ 11.8

△ 5.9

1.1

1.0

R4/3

△ 3.4

50.0

44.4

44.4

35.3

41.2

△ 23.5

11.1

△ 17.6

△ 6.3

△ 11.1

△ 11.1

1.6

0.8

R4/9

△ 23.3

44.4

27.8

22.2

38.9

38.9

△ 38.9

22.2

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 5.6

0.9

1.2

R3/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

★調査員コメント★
・取引先も九電工等、安定している。設備も充実、従業員の
定着率も高い。数年内に事業承継予定（電気工事業）
・代表者も高齢であり、事業承継予定である。孫と甥の育
成が急務である。（電気工事業）
・材料高騰により収益減少。社長高齢のため後継者問題が
今後の課題。（電気工事業）

★調査員コメント★
・所有不動産の入居率は高い水準で推移しており、賃貸収入は
安定している。不動産プロジェクトについては手掛ける業者が
多くなってきており、今後、商品不動産の不足が懸念される。ま
た、コロナや物価高による不動産価格の上昇の可能性もあり、
対応が必要。（不動産業）
・不動産賃貸、売買、仲介を主に事業展開。
  賃貸部門は入居率95％超～100％維持、売買部門、PJ販売に
おいて、在庫十分に保有、販売回転も安定、今期も前期並みの
売上見込み。仲介部門は、物価高騰、建築費上昇の影響から、低
調気味であるが、当社業況全体としては安定。（不動産業）
・物価上昇、金利上昇を受け、顧客の購買意欲の低下を懸念して
いる。（不動産業）
・今後の更なる物価高騰を懸念している。（不動産業）

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 深刻さは緩和され、厳しさは和らぐ見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比1.5ポイント減少

し、△4.8とほぼ横ばいであった。今後は△4.8と横ばい

の見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比5.2ポイント減少し、プ

ラス5.9と好調感が縮小した。今後はプラス11.8と前期

比5.9ポイント増加し、好調感が増す見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比40.2ポイント増加し、プラ

ス23.5とプラスに転じた。。今後はプラス5.9と前期比

17.6ポイント減少し増加傾向が弱まった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.8ポイント減少し、△

11.8とマイナスに転じた。今後は△17.6と5.8ポイント

減少し、減少幅が拡大する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比0.3ポイント増加、プラ

ス5.9とほぼ前期同様であった。今後はプラスマイナス0

と5.9ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通しと

なった。

　前期の経営課題は、多い順に「材料価格の上昇（11）」が

最も多く、ついで「人手不足（10）」「人件費の増加（5）」で

あったが、今期は「材料価格の上昇（15）」が最も多く、つ

いで「人手不足（7）」「同業者間の競争（5）」となった。

不動産業

～ 好調感が強まるも、今後は減速する見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比10.1ポイント増加

し、プラス6.7とプラスに転じた。今後はプラス12.2と

5.5ポイント増加し、好調感が増す見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、

プラス38.9と好況感が減少した。今後はプラス23.5と

15.4ポイント減少し、好況感は減少する見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比33.3ポイント減少し、プラ

ス11.1と好況感が減少した。今後はプラスマイナス0.0

と11.1ポイント減少し、増加傾向から均衡となる見通し

となった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比38.8ポイント減少し、プラ

ス5.6と増加幅が減少した。今後はプラス11.1と5.5ポイ

ント増加し、増加幅が増す見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比16.7ポイント減少し、△

5.6と厳しい状況に転じた。今後は△16.7と11.1ポイン

ト減少し、厳しさが増す見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「商品物件の高騰（8）」「商

品物件の不足（6）」、「大手企業との競争（4）」であったが、

今期は「商品物件の高騰（9）」が最も多く、ついで「商品物

件の不足（7）」、「同業者間の競争（6）」となった。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 4.8

5.9

23.5

5.9

△ 11.8

23.5

88.2

△ 5.9

5.9

△ 23.5

11.8

△ 11.8

△ 23.5

2.6

0.8

R5/3

△ 4.8

11.8

5.9

△ 5.9

△ 17.6

23.5

82.4

△ 11.8

0.0

△ 23.5

5.9

△ 29.4

△ 23.5

△ 18.8

△ 12.5

見通し

△ 23.3

16.7

27.8

22.2

17.6

△ 5.9

77.8

△ 11.8

11.8

△ 22.2

0.0

△ 22.2

△ 22.2

0.9

0.7

11.5

33.3

22.2

22.2

22.2

27.8

50.0

△ 16.7

11.1

5.6

35.3

0.0

△ 11.1

3.3

1.9

R3/9

△ 10.1

17.6

△ 5.6

5.6

0.0

5.6

77.8

0.0

5.6

△ 5.6

11.1

△ 22.2

△ 11.8

2.8

1.3

R4/3H31/3

2.3

5.6

0.0

0.0

△ 5.6

△ 5.6

22.2

△ 5.9

0.0

0.0

27.8

△ 27.8

△ 16.7

2.9

1.3

R1/9

△ 34.1

△ 22.2

△ 27.8

△ 27.8

△ 38.9

△ 11.1

22.2

△ 11.1

△ 33.3

△ 5.6

11.1

27.8

△ 11.1

1.9

1.9

R2/9

△ 31.1

11.8

11.1

16.7

11.1

0.0

22.2

0.0

0.0

△ 27.8

5.6

16.7

△ 17.6

1.6

0.7

R3/3

△ 3.3

11.1

△ 16.7

11.8

0.0

5.6

77.8

△ 5.6

5.6

△ 5.6

5.6

△ 16.7

11.1

2.0

0.9

R4/9

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.7

38.9

11.1

5.6

38.9

41.2

△ 5.9

△ 5.6

△ 11.8

0.0

△ 16.7

△ 29.4

1.3

1.0

R5/3

12.2

23.5

0.0

11.1

27.8

29.4

△ 5.9

△ 16.7

△ 11.8

0.0

△ 22.2

△ 23.5

5.6

0.0

見通し

15.9

44.4

27.8

33.3

16.7

23.5

△ 11.8

11.1

△ 11.1

16.7

29.4

0.0

4.6

1.7

H31/3

△ 2.2

27.8

22.2

27.8

11.1

23.5

△ 17.6

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

△ 11.1

2.9

1.4

R1/9

△ 34.5

△ 11.1

△ 5.6

0.0

5.9

6.7

△ 20.0

0.0

0.0

0.0

△ 5.6

△ 22.2

2.8

2.8

R2/9

△ 34.1

16.7

0.0

△ 11.1

0.0

0.0

△ 29.4

0.0

△ 23.5

△ 5.9

11.1

△ 5.6

0.6

0.4

R3/3

△ 10.6

35.3

△ 11.8

11.8

29.4

47.1

△ 23.5

0.0

△ 17.6

0.0

△ 11.8

△ 5.9

1.1

1.0

R4/3

△ 3.4

50.0

44.4

44.4

35.3

41.2

△ 23.5

11.1

△ 17.6

△ 6.3

△ 11.1

△ 11.1

1.6

0.8

R4/9

△ 23.3

44.4

27.8

22.2

38.9

38.9

△ 38.9

22.2

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 5.6

0.9

1.2

R3/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

★調査員コメント★
・取引先も九電工等、安定している。設備も充実、従業員の
定着率も高い。数年内に事業承継予定（電気工事業）
・代表者も高齢であり、事業承継予定である。孫と甥の育
成が急務である。（電気工事業）
・材料高騰により収益減少。社長高齢のため後継者問題が
今後の課題。（電気工事業）

★調査員コメント★
・所有不動産の入居率は高い水準で推移しており、賃貸収入は
安定している。不動産プロジェクトについては手掛ける業者が
多くなってきており、今後、商品不動産の不足が懸念される。ま
た、コロナや物価高による不動産価格の上昇の可能性もあり、
対応が必要。（不動産業）
・不動産賃貸、売買、仲介を主に事業展開。
  賃貸部門は入居率95％超～100％維持、売買部門、PJ販売に
おいて、在庫十分に保有、販売回転も安定、今期も前期並みの
売上見込み。仲介部門は、物価高騰、建築費上昇の影響から、低
調気味であるが、当社業況全体としては安定。（不動産業）
・物価上昇、金利上昇を受け、顧客の購買意欲の低下を懸念して
いる。（不動産業）
・今後の更なる物価高騰を懸念している。（不動産業）

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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内容までよく
知っている

12.5%

意味はある
程度わかる

67.3%

名前しか
知らない

13.5%

聞いたことがない
6.7%

認知度

報道期間（テレビ、新聞等）
78.2%

国・地方自治体
4.0%

商工会、
商工会議所

6.9%

同業者団体
（元請け含む）

4.0%

金融機関
0.0%

聞いたことがない
6.9%

情報源

16.4%

2.4%

4.2%

6.7%

7.3%

9.1%

12.7%

14.5%

17.6%

25.5%

上記の取組みはしていない

フェアトレード、途上国支援

女性や高齢者、障がい者、
外国人等の多様な人材の雇用

水使用量削減、排水管理

グリーン調達、カーボンオフセット、
有害物質の削減

防犯、防災、寄付、まちづくり

研修の充実、働き方改革の実施

ペーパーレス化、緑化・植林

再生資源や未利用資源の利用、
廃棄物削減、製品の長寿化や修理

省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用

27.4%

4.4%

5.3%

6.2%

7.1%

10.6%

10.6%

12.4%

16.8%

31.0%

よくわからない

取組まないと取引が切られる

その他

本業がおろそかになる

新規顧客が獲得できる

自社には関係がない

自社が取組むには経営資源が不足

コスト増になる

従業員の士気向上、
採用容易化につながる

コスト削減につながる

25.4%

1.6%

2.4%

4.0%

4.0%

7.1%

10.3%

11.9%

24.6%

34.1%

取り組んでいない

カーボンニュートラルにつながる商品の開発

脱炭素に関する研究や勉強会の実施

温室効果ガスに関する行動目標の設定

その他

電気自動車等、ガソリン車以外の導入

太陽光発電等、再生可能エネルギーの導入

環境負荷の少ない原材料等の利用

ごみの削減やリサイクルの推進

こまめな電源オフなど電気使用量の削減

22.0%

3.8%

5.3%

6.8%

6.8%

9.1%

11.4%

14.4%

15.2%

27.3%

利用したい支援はない

その他

各種認証制度取得

多様な人材の雇用

自社取組みの認知度向上

働き方改革などの人事制度改定

資金調達

経営者向け研修

従業員向け研修

省エネ対応

特別調査

ＳＤＧｓへの認知はある程度進展 

　ＳＤＧｓへの認知度については、「内

容までよく知っている」が12.5％、「意

味はある程度わかる」が67.3％とな

り、合計で約８割の企業に認知が広が

っていた。一方で、「名前しか知らない

（13.5％）」、「聞いたことがない（6.7

％）」の回答があった。 

　ＳＤＧｓの情報源については、「報道

機関（テレビ、新聞等）」が78.2％と圧

倒的に高かった。以下、「商工会、商工会

議所（6.9％）」、「同業者団体（元請け含

む）（4.0％）」、「国・地方自治体（4.0

％）」が続いた。 

調査目的：中小企業におけるSDGｓ（持続可能な開発目標）の取

組状況について調査しました。

調査対象：「景気動向調査」に同じ

※小数点第2位以下を切り捨てておりますので、合計は一致しない場合があります。

ＳＤＧｓはコスト削減との印象が強い 

　企業がＳＤＧｓに取り組むことについ

ての印象は、「コスト削減につながる」

が31.0％と他を大きく上回った。先ほ

どの問の答えと合わせると、多くの企

業がＳＤＧｓに関連し、省エネや省資源

を通じたコスト削減に取り組んでいる

様子がうかがえる。

　以下、「従業員の士気向上、採用容易

化につながる」が16.8％、、「コスト増に

なる」が12.4％で続いた。対して「よく

わからない」は27.4％となった。

電気使用量削減でｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに対応 

　カーボンニュートラルについて取り

組んでいる施策は、「こまめな電源オ

フなど電気使用量の削減」が34.1％と

最も多く、以下「ごみの削減やリサイク

ルの推進」が24.6％、「環境負荷の少な

い原材料等の利用」が11.9％、「太陽光

発電等、再生可能エネルギーの導入」

が10.3％、「電気自動車等、ガソリン車

以外の導入」が7.1％で続いた。 

　対して、「取り組んでいない」は25.4

％となった。

省エネ・省資源への取組みが活発 

　ＳＤＧｓの理念と一致する取組みの

実行状況については、「省エネ、節電、

再生可能エネルギーの使用」が25.5

％と最も多くなった。次に「再生資源

や未利用資源の利用、廃棄物削減、製

品の長寿化や修理（17.6％）」が多く

なっており、全般的に省エネ・省資源

への取組みが多くなっている。以下、

「ペーパーレス化、緑化・植林（14.5

％）」「研修の充実、働き方改革の実施

（12.7％）」などが続いた。 

　対して、「上記の取組みはしていな

い」は16.4％となった。

（１）SDGｓについての認知度と情報源

（4）カーボンニュートラルについて取り組んでいる施策

（3）企業がSDGｓに取り組むことについての印象

（5）ＳＤＧｓについて外部機関からのサポートを期待すること

外部機関には省エネ対応や研修を期待 

　ＳＤＧｓについての外部機関（公的、民

間問わず。）からのサポートの期待につ

いては、「省エネ対応」が27.3％と最も

多く、以下「従業員向け研修」が15.2％、

「経営者向け研修」が14.4％、「資金調

達」が11.4％、「働き方改革などの人事

制度改定」が9.1％で続いた。幅広い分

野でサポートを期待している企業の実

態が浮き彫りになった。 

　対して、「利用したい支援はない」は

22.0％となった。

（２）SDGｓの理念と一致する取組みの実行状況について

人手不足は「ちくしん」に相談してみよう。 Ｍ＆Ａは「ちくしん」に相談してみよう。
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内容までよく
知っている

12.5%

意味はある
程度わかる

67.3%

名前しか
知らない

13.5%

聞いたことがない
6.7%

認知度

報道期間（テレビ、新聞等）
78.2%

国・地方自治体
4.0%

商工会、
商工会議所

6.9%

同業者団体
（元請け含む）

4.0%

金融機関
0.0%

聞いたことがない
6.9%

情報源

16.4%

2.4%

4.2%

6.7%

7.3%

9.1%

12.7%

14.5%

17.6%

25.5%

上記の取組みはしていない

フェアトレード、途上国支援

女性や高齢者、障がい者、
外国人等の多様な人材の雇用

水使用量削減、排水管理

グリーン調達、カーボンオフセット、
有害物質の削減

防犯、防災、寄付、まちづくり

研修の充実、働き方改革の実施

ペーパーレス化、緑化・植林

再生資源や未利用資源の利用、
廃棄物削減、製品の長寿化や修理

省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用

27.4%

4.4%

5.3%

6.2%

7.1%

10.6%

10.6%

12.4%

16.8%

31.0%

よくわからない

取組まないと取引が切られる

その他

本業がおろそかになる

新規顧客が獲得できる

自社には関係がない

自社が取組むには経営資源が不足

コスト増になる

従業員の士気向上、
採用容易化につながる

コスト削減につながる

25.4%

1.6%

2.4%

4.0%

4.0%

7.1%

10.3%

11.9%

24.6%

34.1%

取り組んでいない

カーボンニュートラルにつながる商品の開発

脱炭素に関する研究や勉強会の実施

温室効果ガスに関する行動目標の設定

その他

電気自動車等、ガソリン車以外の導入

太陽光発電等、再生可能エネルギーの導入

環境負荷の少ない原材料等の利用

ごみの削減やリサイクルの推進

こまめな電源オフなど電気使用量の削減

22.0%

3.8%

5.3%

6.8%

6.8%

9.1%

11.4%

14.4%

15.2%

27.3%

利用したい支援はない

その他

各種認証制度取得

多様な人材の雇用

自社取組みの認知度向上

働き方改革などの人事制度改定

資金調達

経営者向け研修

従業員向け研修

省エネ対応

特別調査

ＳＤＧｓへの認知はある程度進展 

　ＳＤＧｓへの認知度については、「内

容までよく知っている」が12.5％、「意

味はある程度わかる」が67.3％とな

り、合計で約８割の企業に認知が広が

っていた。一方で、「名前しか知らない

（13.5％）」、「聞いたことがない（6.7

％）」の回答があった。 

　ＳＤＧｓの情報源については、「報道

機関（テレビ、新聞等）」が78.2％と圧

倒的に高かった。以下、「商工会、商工会

議所（6.9％）」、「同業者団体（元請け含

む）（4.0％）」、「国・地方自治体（4.0

％）」が続いた。 

調査目的：中小企業におけるSDGｓ（持続可能な開発目標）の取

組状況について調査しました。

調査対象：「景気動向調査」に同じ

※小数点第2位以下を切り捨てておりますので、合計は一致しない場合があります。

ＳＤＧｓはコスト削減との印象が強い 

　企業がＳＤＧｓに取り組むことについ

ての印象は、「コスト削減につながる」

が31.0％と他を大きく上回った。先ほ

どの問の答えと合わせると、多くの企

業がＳＤＧｓに関連し、省エネや省資源

を通じたコスト削減に取り組んでいる

様子がうかがえる。

　以下、「従業員の士気向上、採用容易

化につながる」が16.8％、、「コスト増に

なる」が12.4％で続いた。対して「よく

わからない」は27.4％となった。

電気使用量削減でｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに対応 

　カーボンニュートラルについて取り

組んでいる施策は、「こまめな電源オ

フなど電気使用量の削減」が34.1％と

最も多く、以下「ごみの削減やリサイク

ルの推進」が24.6％、「環境負荷の少な

い原材料等の利用」が11.9％、「太陽光

発電等、再生可能エネルギーの導入」

が10.3％、「電気自動車等、ガソリン車

以外の導入」が7.1％で続いた。 

　対して、「取り組んでいない」は25.4

％となった。

省エネ・省資源への取組みが活発 

　ＳＤＧｓの理念と一致する取組みの

実行状況については、「省エネ、節電、

再生可能エネルギーの使用」が25.5

％と最も多くなった。次に「再生資源

や未利用資源の利用、廃棄物削減、製

品の長寿化や修理（17.6％）」が多く

なっており、全般的に省エネ・省資源

への取組みが多くなっている。以下、

「ペーパーレス化、緑化・植林（14.5

％）」「研修の充実、働き方改革の実施

（12.7％）」などが続いた。 

　対して、「上記の取組みはしていな

い」は16.4％となった。

（１）SDGｓについての認知度と情報源

（4）カーボンニュートラルについて取り組んでいる施策

（3）企業がSDGｓに取り組むことについての印象

（5）ＳＤＧｓについて外部機関からのサポートを期待すること

外部機関には省エネ対応や研修を期待 

　ＳＤＧｓについての外部機関（公的、民

間問わず。）からのサポートの期待につ

いては、「省エネ対応」が27.3％と最も

多く、以下「従業員向け研修」が15.2％、

「経営者向け研修」が14.4％、「資金調

達」が11.4％、「働き方改革などの人事

制度改定」が9.1％で続いた。幅広い分

野でサポートを期待している企業の実

態が浮き彫りになった。 

　対して、「利用したい支援はない」は

22.0％となった。

（２）SDGｓの理念と一致する取組みの実行状況について

人手不足は「ちくしん」に相談してみよう。 Ｍ＆Ａは「ちくしん」に相談してみよう。
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久留米大学だより久留米大学だより

フ
ッ
ト
パ
ス
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
と
教
育

〜 「
地
域
再
発
見
！
」を
事
例
と
し
て 

〜

は
じ
め
に

　
2
0
0
7
年
4
月
に
縁
あ
っ
て
久
留
米
大
学
経
済
学
部
に
着

任
し
て
15
年
が
経
過
し
た
。全
く
土
地
勘
の
無
か
っ
た
九
州
に

お
け
る
研
究
や
教
育
は
手
探
り
の
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
同

僚
や
学
生
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
協
力
の
お
か
げ
で
何
と
か

や
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
・

教
育
活
動
の
中
で
、
最
近
新
た
に
関
わ
っ
て
い
る
フ
ッ
ト
パ
ス

活
動
を
取
り
上
げ
、
教
育
活
動
や
社
会
貢
献
と
し
て
行
っ
た
内

容
を
紹
介
す
る
。

フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
な
に
か

　
自
己
紹
介
で
フ
ッ
ト
パ
ス
を
や
っ
て
い
ま
す
と
言
う
と
、「
温

泉
で
す
か
、い
い
で
す
ね
」、あ
る
い
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
ん

で
す
ね
」、
と
い
う
返
事
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
が
、
フ
ッ

ト
バ
ス（
足
湯
）や
フ
ッ
ト
サ
ル
と
は
別
物
で
あ
る
。

　
日
本
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
フ
ッ
ト
パ
ス
と

は「
イ
ギ
リ
ス
を
発
祥
と
す
る〝
森
林
や
田
園
地
帯
、
古
い
町
並

み
な
ど
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
小
径
〞」で
あ
る
。

　
し
か
し
、日
本
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、イ
ギ
リ
ス
の
フ
ッ
ト
パ
ス

の
模
倣
で
は
な
く
、独
自
の
要
素
が
入
っ
て
い
る
。ま
た
地
方
に

よ
っ
て
フ
ッ
ト
パ
ス
の
目
的
や
運
営
方
法
に
差
が
あ
る
。例
え

ば
、
本
稿
で
紹
介
す
る
熊
本
県
美
里
町
の
フ
ッ
ト
パ
ス 

は
、
地

域
住
民
主
体
で
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
作
成
し
、
農
村
部
の
棚

田
や
農
道
を
コ
ー
ス
と
し
、
縁
側
カ
フ
ェ
な
ど
交
流
体
験
を
準

備
す
る
こ
と
で
訪
問
者
と
地
元
住
民
の
交
流
が
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
美
里
町
方
式
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
熊
本
県
か
ら

九
州
全
体
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
。美
里
町
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、

最
近
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ッ
ト
パ
ス
に
お
い
て
歩
き
に
来
る
人

を
歓
迎
す
る
制
度
で
あ
る

W
a
lke

rs a
re
 W
e
lc
o
m
e

（
W
a
W
） 

を
取
り
入
れ
、「
W
a
W
く
ま
も
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」 

※
1
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

Vol.10

フ
ッ
ト
パ
ス
と
偶
然
出
会
う

　
こ
の
よ
う
な
フ
ッ
ト
パ
ス
に
出
会
っ
た
の
は
全
く
の
偶
然
で

あ
っ
た
。2
0
1
5
年
、「
九
州
環
境
教
育
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」岡
垣

大
会
に
参
加
し
、
体
験
活
動
と
し
て
偶
然
フ
ッ
ト
パ
ス
班
を
選

び
、
岡
垣
町
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ぶ
ど
う
の
樹
」
付
近
の
森
や

農
道
を
歩
い
た
。こ
の
と
き
に
案
内
を
し
て
く
れ
た
の
が
、
熊
本

県
美
里
町
の
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
で
寄
り
道
道
草
を
し
な
が
ら
歩
き
、
地
元
住
民

と
交
流
す
る
ス
タ
イ
ル
に
、
そ
れ
ま
で
の
研
修
・
実
習
と
は
異

な
る
面
白
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た

る
」で
あ
る
。

　
そ
の
後
美
里
町
を
訪
れ
、
フ
ッ
ト
パ
ス
が
定
着
し
た
地
域
に

お
け
る
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
（
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
）
を
体
験
し
た
。さ
ら

に
2
0
1
6
年
、
フ
ッ
ト
パ
ス
を
よ
り
深
め
る
た
め
に「
F
N
Q

（
フ
ッ
ト
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州
）
フ
ッ
ト
パ
ス
大
学
初
級

コ
ー
ス
in
古
湯
」を
受
講
し
て
、「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」の
資

格
を
取
得
し
た
。

フ
ッ
ト
パ
ス
の
実
践

　
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
研
究
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民
や

学
生
と
し
て
様
々
な
立
場
か
ら
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。で

は
筆
者
は
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
。

　
ま
ず
研
究
者
と
し
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

も
の
の
、
本
格
的
な
調
査
は
ま
だ
で
、
研
究
成
果
も
出
て
い
な

い
。た
だ
し
、「
歩
く
」
と
い
う
行
為
・
実
践
を
質
的
・
量
的
に

研
究
す
る
手
法
は
近
年
非
常
に
多
様
化
し
て
い
る
の
で
、
観
光

地
理
学
を
研
究
す
る
立
場
と
し
て
、「
歩
く
」事
に
関
す
る
研
究

動
向
に
は
注
目
し
て
い
る
。

　
教
育
者
と
し
て
、
畠
中
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
フ
ッ
ト
パ
ス
に

関
す
る
研
修
、
行
事
参
加
を
行
い
、「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」

の
資
格
も
推
奨
し
た
。畠
中
ゼ
ミ
か
ら
は
同
資
格
の
取
得
者
が

５
〜
６
名
い
る
。ま
た
、
2
0
1
8
年
か
ら
後
述
す
る「
地
域
再

発
見
！
」と
い
う
講
義
科
目
を
立
ち
上
げ
た
。今
後
は
、
フ
ッ
ト

パ
ス
を
体
験
し
た
学
生
が
そ
の
魅
力
に
目
覚
め
、
フ
ッ
ト
パ
ス

実
践
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

新
設
講
義「
地
域
再
発
見
！
」

　「
地
域
再
発
見
！
」は
、
2
0
1
8
年
度
に
新
設
し
た
講
義
で

あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の

理
念
や
事
例
を
学
ぶ
の
み
で
な
く
、
実
践
者
に
よ
る
運
営
の
方

法
、
さ
ら
に
学
外
で
の
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
や
マ
ッ
プ
作
り
の
実
習

も
含
ま
れ
る
。大
学
周
辺
の
筑
後
地
域
に
お
い
て
フ
ッ
ト
パ
ス

の
取
り
組
み
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の

概
要
や
魅
力
を
内
外
に
普
及
す
る
意
図
が
あ
る
。

　
こ
の
科
目
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
研
究
所
・
九
州
自
然
学
校
協
議

会
よ
り
フ
ッ
ト
パ
ス
普
及
に
つ
い
て
打
診
が
あ
り
、
筆
者
自
身

も
フ
ッ
ト
パ
ス
を
研
究
・
教
育
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て

い
た
こ
と
か
ら
、
合
同
で
の
検
討
を
経
て
実
現
し
た
も
の
で
あ

る
。全
国
的
に
珍
し
い
内
容
で
先
例
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
関

連
科
目
を
実
施
し
て
い
た
鹿
児
島
大
学
農
学
部
、
北
九
州
市
立

大
学
地
域
創
生
学
群
か
ら
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
フ
ッ
ト
パ
ス

関
係
者
か
ら
は
講
義
開
設
準
備
と
運
営
に
お
い
て
多
大
な
協

力
を
得
た
。

　
本
科
目
は
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
筆
者

が
担
当
す
る
。座
学
部
分
は
フ
ッ
ト
パ
ス
の
歴
史
、
基
本
的
な

考
え
方
、
運
営
方
法
に
加
え
て
、
九
州
に
お
け
る
フ
ッ
ト
パ
ス

運
営
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。講
義
の
大
半

は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
活
動
関
係
者
が
講
師
で
あ
る
た
め
、
フ
ッ
ト

パ
ス
が
地
域
で
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
フ
ッ

ト
パ
ス
が
普
及
す
る
と
地
域
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の

か
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
で
、
座
学
で
学
ぶ
知
識
の
み
で
は
理
解
で
き
な
い
部
分

も
多
い
た
め
、
合
計
2
〜
3
回
の
現
地
実
習
を
行
う
。具
体
的

に
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
を
行
っ
て
い
る
現
場
に
お
い
て
体
験
と
調

査
実
習
を
行
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
習
結
果
を
文
字

化
し
、
最
終
的
に
は
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
案
を
作
成
す
る
こ
と

を
目
指
す
。詳
細
は
、
本
講
義
シ
ラ
バ
ス
の
リ
ン
ク
を
参
照
の

こ
と
※
2
。

フ
ッ
ト
パ
ス
実
習
の
風
景

　
2
0
2
2
年
度
は
、
熊
本
県
美
里
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
合
計
3
回
の
実
習
を
行
っ
た
。第
1
回
目
の
実
習
は

2
0
2
1
年
度
に
実
習
を
行
っ
た
緑
川
ダ
ム
湖
畔
コ
ー
ス
に

お
い
て
フ
ッ
ト
パ
ス
体
験
を
行
っ
た
。

　
初
回
の
実
習
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の
魅
力
を
体
験
す
る
こ
と
、

調
査
実
習
に
慣
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。そ
こ
で
、

フ
ッ
ト
パ
ス
研
究
所
メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、
先
輩
が
実
習
を

行
っ
た
成
果
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
歩
き
、
コ
ー
ス
の

注
目
点
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。ま
た
、
フ
ッ
ト
パ
ス
で
は
地

域
住
民
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
地
域
の
食
も
魅
力
で
あ
る
。こ

の
回
で
は
「
ス
イ
ー
ツ
工
房
き
こ
り
」
に
て
ダ
ム
カ
レ
ー
を
味

わ
っ
た
。最
後
は
実
習
を
振
り
返
っ
た
。

　
第
2
、
第
3
回
目
の
実
習
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
策
定

中
で
あ
っ
た
美
里
町
夏
水
集
落
に
お
い
て
実
習
を
行
い
、
学
生

か
ら
み
た
こ
の
地
域
の
魅
力
と
課
題
を
検
討
し
た
。地
域
に
関

す
る
概
要
説
明
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
夏
水
集
落
内
の
農
道
、

用
水
路
脇
道
な
ど
を
歩
き
、
気
に
な
っ
た
地
点
や
印
象
に
残
っ

た
風
景
を
記
録
し
て
も
ら
っ
た
。道
端
に
蛇
が
い
た
り
、
通
り
抜

け
で
き
ず
引
き
返
し
た
り
、
あ
る
い
は
地
元
住
民
か
ら
昔
話
を

聞
い
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
も
起
き
る
が
、
歩
く
こ
と
で
色
々
発

見
が
あ
る
の
が
フ
ッ
ト
パ
ス
の
面
白
さ
で
あ
る
。

　
昼
食
は
、
地
元
の
食
材
を
活
用
し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
弁
当
を
い

た
だ
い
た
。野
菜
主
体
の
伝
統
食
か
ら
な
り
、
容
器
も
竹
皮
を
加

工
し
た
も
の
で
あ
る
。コ
ー
ス
で
調
査
を
行
っ
た
後
、
班
ご
と
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地
域
資
源
を
洗
い
出
し
、
コ
ー
ス
提

案
を
発
表
し
た
。

　
実
習
時
間
内
で
は
報
告
書
作
成
ま
で
で
き
な
い
た
め
、
事
後

学
習
と
し
て
各
自
で
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
提
案
す
る
報
告
書

を
作
成
し
て
も
ら
っ
た
。必
要
な
場
合
は
追
加
指
導
を
行
っ
た
。

　
本
講
義
は
半
期
2
単
位
と
し
て
は
課
題
が
多
く
、
実
習
に
は

時
間
と
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
講
者
の
半
分
程
度

は
講
義
開
始
か
ら
１
〜
２
ヶ
月
で
脱
落
し
て
し
ま
う
。し
か
し
、

こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
た
学
生
は
最
後
ま
で
取
り
組
ん
で
く

れ
、最
後
の
報
告
書
や
成
績
評
価
も
優
秀
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　
参
加
し
た
学
生
に
よ
る
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
提
案
は
初
歩

的
な
も
の
が
多
い
が
、
素
人
の
若
者
な
ら
で
は
の
視
点
が
フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
改
良
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
。教
育
活
動
の
成

果
が
住
民
に
還
元
で
き
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

（
以
上
）
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フ
ッ
ト
パ
ス
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
と
教
育

〜 「
地
域
再
発
見
！
」を
事
例
と
し
て 

〜

は
じ
め
に

　
2
0
0
7
年
4
月
に
縁
あ
っ
て
久
留
米
大
学
経
済
学
部
に
着

任
し
て
15
年
が
経
過
し
た
。全
く
土
地
勘
の
無
か
っ
た
九
州
に

お
け
る
研
究
や
教
育
は
手
探
り
の
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
同

僚
や
学
生
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
協
力
の
お
か
げ
で
何
と
か

や
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
・

教
育
活
動
の
中
で
、
最
近
新
た
に
関
わ
っ
て
い
る
フ
ッ
ト
パ
ス

活
動
を
取
り
上
げ
、
教
育
活
動
や
社
会
貢
献
と
し
て
行
っ
た
内

容
を
紹
介
す
る
。

フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
な
に
か

　
自
己
紹
介
で
フ
ッ
ト
パ
ス
を
や
っ
て
い
ま
す
と
言
う
と
、「
温

泉
で
す
か
、い
い
で
す
ね
」、あ
る
い
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
ん

で
す
ね
」、
と
い
う
返
事
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
が
、
フ
ッ

ト
バ
ス（
足
湯
）や
フ
ッ
ト
サ
ル
と
は
別
物
で
あ
る
。

　
日
本
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
フ
ッ
ト
パ
ス
と

は「
イ
ギ
リ
ス
を
発
祥
と
す
る〝
森
林
や
田
園
地
帯
、
古
い
町
並

み
な
ど
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
小
径
〞」で
あ
る
。

　
し
か
し
、日
本
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、イ
ギ
リ
ス
の
フ
ッ
ト
パ
ス

の
模
倣
で
は
な
く
、独
自
の
要
素
が
入
っ
て
い
る
。ま
た
地
方
に

よ
っ
て
フ
ッ
ト
パ
ス
の
目
的
や
運
営
方
法
に
差
が
あ
る
。例
え

ば
、
本
稿
で
紹
介
す
る
熊
本
県
美
里
町
の
フ
ッ
ト
パ
ス 

は
、
地

域
住
民
主
体
で
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
作
成
し
、
農
村
部
の
棚

田
や
農
道
を
コ
ー
ス
と
し
、
縁
側
カ
フ
ェ
な
ど
交
流
体
験
を
準

備
す
る
こ
と
で
訪
問
者
と
地
元
住
民
の
交
流
が
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
美
里
町
方
式
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
熊
本
県
か
ら

九
州
全
体
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
。美
里
町
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、

最
近
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ッ
ト
パ
ス
に
お
い
て
歩
き
に
来
る
人

を
歓
迎
す
る
制
度
で
あ
る

W
a
lke

rs a
re
 W
e
lc
o
m
e

（
W
a
W
） 

を
取
り
入
れ
、「
W
a
W
く
ま
も
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」 

※
1
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
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フ
ッ
ト
パ
ス
と
偶
然
出
会
う

　
こ
の
よ
う
な
フ
ッ
ト
パ
ス
に
出
会
っ
た
の
は
全
く
の
偶
然
で

あ
っ
た
。2
0
1
5
年
、「
九
州
環
境
教
育
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」岡
垣

大
会
に
参
加
し
、
体
験
活
動
と
し
て
偶
然
フ
ッ
ト
パ
ス
班
を
選

び
、
岡
垣
町
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ぶ
ど
う
の
樹
」
付
近
の
森
や

農
道
を
歩
い
た
。こ
の
と
き
に
案
内
を
し
て
く
れ
た
の
が
、
熊
本

県
美
里
町
の
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
で
寄
り
道
道
草
を
し
な
が
ら
歩
き
、
地
元
住
民

と
交
流
す
る
ス
タ
イ
ル
に
、
そ
れ
ま
で
の
研
修
・
実
習
と
は
異

な
る
面
白
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た

る
」で
あ
る
。

　
そ
の
後
美
里
町
を
訪
れ
、
フ
ッ
ト
パ
ス
が
定
着
し
た
地
域
に

お
け
る
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
（
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
）
を
体
験
し
た
。さ
ら

に
2
0
1
6
年
、
フ
ッ
ト
パ
ス
を
よ
り
深
め
る
た
め
に「
F
N
Q

（
フ
ッ
ト
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州
）
フ
ッ
ト
パ
ス
大
学
初
級

コ
ー
ス
in
古
湯
」を
受
講
し
て
、「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」の
資

格
を
取
得
し
た
。

フ
ッ
ト
パ
ス
の
実
践

　
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
研
究
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民
や

学
生
と
し
て
様
々
な
立
場
か
ら
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。で

は
筆
者
は
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
。

　
ま
ず
研
究
者
と
し
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

も
の
の
、
本
格
的
な
調
査
は
ま
だ
で
、
研
究
成
果
も
出
て
い
な

い
。た
だ
し
、「
歩
く
」
と
い
う
行
為
・
実
践
を
質
的
・
量
的
に

研
究
す
る
手
法
は
近
年
非
常
に
多
様
化
し
て
い
る
の
で
、
観
光

地
理
学
を
研
究
す
る
立
場
と
し
て
、「
歩
く
」事
に
関
す
る
研
究

動
向
に
は
注
目
し
て
い
る
。

　
教
育
者
と
し
て
、
畠
中
ゼ
ミ
の
活
動
と
し
て
フ
ッ
ト
パ
ス
に

関
す
る
研
修
、
行
事
参
加
を
行
い
、「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」

の
資
格
も
推
奨
し
た
。畠
中
ゼ
ミ
か
ら
は
同
資
格
の
取
得
者
が

５
〜
６
名
い
る
。ま
た
、
2
0
1
8
年
か
ら
後
述
す
る「
地
域
再

発
見
！
」と
い
う
講
義
科
目
を
立
ち
上
げ
た
。今
後
は
、
フ
ッ
ト

パ
ス
を
体
験
し
た
学
生
が
そ
の
魅
力
に
目
覚
め
、
フ
ッ
ト
パ
ス

実
践
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

新
設
講
義「
地
域
再
発
見
！
」

　「
地
域
再
発
見
！
」は
、
2
0
1
8
年
度
に
新
設
し
た
講
義
で

あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の

理
念
や
事
例
を
学
ぶ
の
み
で
な
く
、
実
践
者
に
よ
る
運
営
の
方

法
、
さ
ら
に
学
外
で
の
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
や
マ
ッ
プ
作
り
の
実
習

も
含
ま
れ
る
。大
学
周
辺
の
筑
後
地
域
に
お
い
て
フ
ッ
ト
パ
ス

の
取
り
組
み
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の

概
要
や
魅
力
を
内
外
に
普
及
す
る
意
図
が
あ
る
。

　
こ
の
科
目
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
研
究
所
・
九
州
自
然
学
校
協
議

会
よ
り
フ
ッ
ト
パ
ス
普
及
に
つ
い
て
打
診
が
あ
り
、
筆
者
自
身

も
フ
ッ
ト
パ
ス
を
研
究
・
教
育
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て

い
た
こ
と
か
ら
、
合
同
で
の
検
討
を
経
て
実
現
し
た
も
の
で
あ

る
。全
国
的
に
珍
し
い
内
容
で
先
例
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
関

連
科
目
を
実
施
し
て
い
た
鹿
児
島
大
学
農
学
部
、
北
九
州
市
立

大
学
地
域
創
生
学
群
か
ら
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
フ
ッ
ト
パ
ス

関
係
者
か
ら
は
講
義
開
設
準
備
と
運
営
に
お
い
て
多
大
な
協

力
を
得
た
。

　
本
科
目
は
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
筆
者

が
担
当
す
る
。座
学
部
分
は
フ
ッ
ト
パ
ス
の
歴
史
、
基
本
的
な

考
え
方
、
運
営
方
法
に
加
え
て
、
九
州
に
お
け
る
フ
ッ
ト
パ
ス

運
営
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。講
義
の
大
半

は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
活
動
関
係
者
が
講
師
で
あ
る
た
め
、
フ
ッ
ト

パ
ス
が
地
域
で
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
フ
ッ

ト
パ
ス
が
普
及
す
る
と
地
域
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の

か
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
で
、
座
学
で
学
ぶ
知
識
の
み
で
は
理
解
で
き
な
い
部
分

も
多
い
た
め
、
合
計
2
〜
3
回
の
現
地
実
習
を
行
う
。具
体
的

に
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
を
行
っ
て
い
る
現
場
に
お
い
て
体
験
と
調

査
実
習
を
行
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
習
結
果
を
文
字

化
し
、
最
終
的
に
は
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
案
を
作
成
す
る
こ
と

を
目
指
す
。詳
細
は
、
本
講
義
シ
ラ
バ
ス
の
リ
ン
ク
を
参
照
の

こ
と
※
2
。

フ
ッ
ト
パ
ス
実
習
の
風
景

　
2
0
2
2
年
度
は
、
熊
本
県
美
里
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
合
計
3
回
の
実
習
を
行
っ
た
。第
1
回
目
の
実
習
は

2
0
2
1
年
度
に
実
習
を
行
っ
た
緑
川
ダ
ム
湖
畔
コ
ー
ス
に

お
い
て
フ
ッ
ト
パ
ス
体
験
を
行
っ
た
。

　
初
回
の
実
習
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の
魅
力
を
体
験
す
る
こ
と
、

調
査
実
習
に
慣
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。そ
こ
で
、

フ
ッ
ト
パ
ス
研
究
所
メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、
先
輩
が
実
習
を

行
っ
た
成
果
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
歩
き
、
コ
ー
ス
の

注
目
点
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。ま
た
、
フ
ッ
ト
パ
ス
で
は
地

域
住
民
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
地
域
の
食
も
魅
力
で
あ
る
。こ

の
回
で
は
「
ス
イ
ー
ツ
工
房
き
こ
り
」
に
て
ダ
ム
カ
レ
ー
を
味

わ
っ
た
。最
後
は
実
習
を
振
り
返
っ
た
。

　
第
2
、
第
3
回
目
の
実
習
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
策
定

中
で
あ
っ
た
美
里
町
夏
水
集
落
に
お
い
て
実
習
を
行
い
、
学
生

か
ら
み
た
こ
の
地
域
の
魅
力
と
課
題
を
検
討
し
た
。地
域
に
関

す
る
概
要
説
明
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
夏
水
集
落
内
の
農
道
、

用
水
路
脇
道
な
ど
を
歩
き
、
気
に
な
っ
た
地
点
や
印
象
に
残
っ

た
風
景
を
記
録
し
て
も
ら
っ
た
。道
端
に
蛇
が
い
た
り
、
通
り
抜

け
で
き
ず
引
き
返
し
た
り
、
あ
る
い
は
地
元
住
民
か
ら
昔
話
を

聞
い
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
も
起
き
る
が
、
歩
く
こ
と
で
色
々
発

見
が
あ
る
の
が
フ
ッ
ト
パ
ス
の
面
白
さ
で
あ
る
。

　
昼
食
は
、
地
元
の
食
材
を
活
用
し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
弁
当
を
い

た
だ
い
た
。野
菜
主
体
の
伝
統
食
か
ら
な
り
、
容
器
も
竹
皮
を
加

工
し
た
も
の
で
あ
る
。コ
ー
ス
で
調
査
を
行
っ
た
後
、
班
ご
と
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地
域
資
源
を
洗
い
出
し
、
コ
ー
ス
提

案
を
発
表
し
た
。

　
実
習
時
間
内
で
は
報
告
書
作
成
ま
で
で
き
な
い
た
め
、
事
後

学
習
と
し
て
各
自
で
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
提
案
す
る
報
告
書

を
作
成
し
て
も
ら
っ
た
。必
要
な
場
合
は
追
加
指
導
を
行
っ
た
。

　
本
講
義
は
半
期
2
単
位
と
し
て
は
課
題
が
多
く
、
実
習
に
は

時
間
と
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
講
者
の
半
分
程
度

は
講
義
開
始
か
ら
１
〜
２
ヶ
月
で
脱
落
し
て
し
ま
う
。し
か
し
、

こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
た
学
生
は
最
後
ま
で
取
り
組
ん
で
く

れ
、最
後
の
報
告
書
や
成
績
評
価
も
優
秀
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　
参
加
し
た
学
生
に
よ
る
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
提
案
は
初
歩

的
な
も
の
が
多
い
が
、
素
人
の
若
者
な
ら
で
は
の
視
点
が
フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
改
良
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
。教
育
活
動
の
成

果
が
住
民
に
還
元
で
き
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

（
以
上
）

【プロフィール】
1972 年、岡山県生まれ。2006年、京都大学大学院人
間・環境学研究科博士後期課程単位取得退学。在スペ
イン日本国大使館専門調査員（政治・社会分野）、スペイ
ン留学を経て現職。専門は観光地理学、スペイン研究。
大学院時代から現在まで、都市観光、自然保護、ワイン
ツーリズム、フットパスなどに関して、スペインと日
本において調査研究や教育を行いました。また、ポル
トガルや中南米における研究にも興味があります。

【著書】
畠中昌教(2012b).「６章　豊かな大地（１）―オリー
ブの地」．立石博高・塩見千加子編．『アンダルシアを知
るための53章』44‒49.明石書店.
畠中昌教・クレスポ・ゲレーロ，ホセ・マヌエル(2014).
「3-3 スペインのジオパークとジオツーリズム」．横山
秀司編.『ジオツーリズム論』110-158．古今書院．
畠中昌教 (2016a). 「スペイン－太陽と浜辺の観光」.
淡野明彦編、 『観光先進地ヨーロッパ  観光計画・観光
政策の実証分析』141‒174. 古今書院.
畠中昌教 (2021a). 「【コラム】現代の国立公園・自然
公園」.神田孝治・森本泉・山本理佳編、『現代観光地理
学への誘い̶観光地を読み解く視座と実践』28-29. 
ナカニシヤ出版.

【趣味など】
読書、旅行、音楽鑑賞（バグパイプなどケルト系）、料理・
ワインの食べ歩きや試作、フットパス。コロナ以降はベ
ランダでハーブや柑橘の栽培に試行錯誤しています。

久留米大学 経済学部 准教授
(観光学・地理学分野)

畠中　昌教
はたなか　　　　 まさのり

先生

※1  https://waw-kumamoto.jp/
※2  https://portal.mii.kurume-u.ac.jp/campusweb
/slbssbdr.do?value(risyunen)=2022&value(semekikn)
=1&value(kougicd)=23325250&value(crclumcd)=2130310000

図1　FNQフットパス大学初級コース
in古湯の実習

図3　用水路脇道をランブリング

図2　2018年度「地域再発見！」のフット
パス実習におけるワークショップ図 4　フットパス弁当

税理士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。 中小企業診断士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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若菜エステート株式会社
〒830-0032

久留米市東町42-14

TEL.0942-30-7555

FAX.0942-30-7588

https://www.wakana-e.co.jp

久
留米
大学生が

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

若菜エステート株式会社

社
長
に

き
く
!!

若菜エステート株式会社
代表取締役

さん若菜　永治

　
今
回
、取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、お
客
様
の
資
産
価
値
の
最
大
化

を
実
現
し
、お
客
様
や
オ
ー
ナ
ー
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、自
身
の
持
っ
て
い
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
同
業
他
社
に
教
え
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
に
は
驚
か
さ

れ
、同
時
に
業
界
を
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
ほ
か
に
人
種
も
関
係
な

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、素
晴

ら
し
い
考
え
だ
と
感
じ
ま
し
た
。学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
よ

う
に
、私
も
勉
強
と
遊
び
の
両
方
を
精
一
杯
取
り
組
み
、多
く
の
こ
と
を

経
験
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
　
大
瀬
良
　
尚
英

　
今
回
の
企
業
取
材
を
通
し
て
、地
域
に
根
ざ
し
た
不
動
産
業
に
つ
い

て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
域
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、そ
の

土
地
に
住
む
方
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
、そ
れ
が

不
動
産
業
を
続
け
て
い
く
上
で
や
り
が
い
や
達
成
感
に
つ
な
が
る
こ
と

が
理
解
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、社
長
で
あ
る
若
菜
様
の
様
々
な
事
に
挑

戦
し
て
い
こ
う
と
い
う
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
か
ら
会
社
の
雰
囲
気
で

あ
っ
た
り
、日
々
成
長
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。私
も
今
後
の
学
生
生
活
に
お
い
て
、何
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
　
高
橋
　
世
馬

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
行
く
前
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、若
菜
代
表

取
締
役
は
、
と
て
も
気
さ
く
な
方
で
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、地
域
性
を
理
解
し
、地
域

に
根
差
し
た
地
域
一
体
の
企
業
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。学
生
の
時

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
が
大
切

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、こ
の
こ
と
を
今

後
の
大
学
生
活
で
意
識
し
な
が
ら
、生
活
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部

　
　
　
　
　
文
化
経
済
学
科
　
松
尾
　
尚
弥

Q
．御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
弊
社
は
、平
成
7
年
7
月
、若
菜
不
動
産
の
社
名
で
久
留
米
市
中
央
町
に
創

業
し
、今
年
で
27
年
を
迎
え
ま
し
た
。平
成
12
年
9
月
に
社
名
を
若
菜
エ
ス

テ
ー
ト
株
式
会
社
に
変
更
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
22
年
1
月
に
若
菜
エ
ス

テ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、平
成
29
年
5
月
に
W
e
サ
ポ
ー
ト
株
式

会
社
を
設
立
し
、不
動
産
に
関
わ
る
お
仕
事
を
グ
ル
ー
プ
各
社
で
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。事
業
内
容
は
、不
動
産
の
売
買
、賃
貸
仲
介
、賃
貸
物

件
の
管
理
、リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
、不
動
産
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、相
続
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、家
賃
保
証
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
、清
掃
業
で
す
。そ
の

中
で
も
久
留
米
大
学
の
学
生
さ
ん
に
は
、お
部
屋
探
し
で
過
去
に
数
多
く
の

方
に
ご
成
約
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
感
動
を
」
Q
．御
社
が
誇
れ
る
こ
と（
強
み
）や
こ
だ
わ
り
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
地
場
企
業
と
し
て
、色
々
な
業
種
の
方
と
の
交

流
を
創
業
当
時
か
ら
非
常
に
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。そ
う
い
っ
た
方
々
か
ら
は
、お
取
引
だ
け

で
な
く
、お
客
様
の
ご
紹
介
も
多
く
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、様
々
な
資
格
保
有
者
が
在
籍
し
て
お

り
、お
客
様
の
依
頼
内
容
に
よ
っ
て
専
門
的
な
話

を
資
格
保
持
者
が
対
応
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の

満
足
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。資
格
内
容
と
し
て
は
、宅

地
建
物
取
引
士
、賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
、管
理
業
務
主
任
者
、マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
、C
P
M（
米
国
認
定
不
動
産
経

営
管
理
士
）に
な
り
ま
す
。特
に
、C
P
M
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
12
月
時

点
で
全
国
約
6
2
0
名
が
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、久
留
米
市
で
み
る
と
数
名

し
か
保
有
し
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
中
で
、私
が
初
め
て
久
留
米
で
取
得
し
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、弊
社
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

Q
．経
営
さ
れ
る
う
え
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
す
か
。

　
弊
社
は
、弊
社
理
念
の「
お
客
様
に
感
動
を
与
え
、記
憶
に
残
る
仕
事
を
す

る
」に
基
づ
い
た
行
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、「
衣
・
食
・
住
」の
住
の

部
分
か
ら
お
客
様
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
と
誇
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、住
の
部
分
は
、安
い
買
い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、私

た
ち
は
お
客
様
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
一
コ
マ
に
感
動
を
与
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
を
社
員
一
人
一
人
が
意
識
す
れ
ば
、行
動
や
対
応

に
変
化
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
う
し
な
さ
い
と
社
員
に
言
う
の
で
は
な
く
、自
分

自
身
で
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
意
識
さ
せ
て
い
ま
す
。

Q
．会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
、伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

　
会
社
と
し
て
挑
戦
し
て
い
き
た
い
の
は
、タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。私

た
ち
は
個
々
の
不
動
産
を
取
引
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
の
一
つ
を
取
引
す
る

際
の
隣
地
に
空
き
家
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
お
店
な
ど
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
使
わ
れ
て
い
な
い
建
物
や
土
地
な
ど
の
所
有
者
に
お
願

い
を
し
て
、個
人
と
自
治
体
が
一
体
で
事
業
を
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。例
え
ば
、県
外
の
と
あ
る
中
核
市
で
は
、約
1
1
、0
0
0

坪
の
土
地
の
中
に
、高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
、学
生
向
け
住
宅
、障
害
児
入
所
施
設
、日
用
品
販

売
施
設
、レ
ス
ト
ラ
ン
、温
泉
施
設
、ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
ま
で
あ
り
、

高
齢
者
か
ら
若
者
、障
害
を
お
持
ち
の
方
ま
で
分
け
隔
て
な
く
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
街
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
で
、空
き
家
問
題
や
高
齢
者
の
孤

立
問
題
な
ど
を
解
決
し
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
の
実
現
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
．大
企
業
と
比
較
し
た
場
合
、中
小
企
業
の
強
み
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
中
小
企
業
の
強
み
は
、地

域
性
の
理
解
度
や
、地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
企
業
と
の
つ

な
が
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、不
動
産
に
関
わ

る
仕
事
で
あ
る
た
め
、第
一
に
地
域
性
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
実
現
に
向
け
て
、地
域
活

動
へ
の
参
加
や
、先
輩
方
か
ら
今
ま
で
の
経
験
を
伝
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。大
企
業
は
人
材
が
一
つ
の
場
所

で
定
着
す
る
の
が
困
難
な
場
合
や
、人
事
異
動
、転
勤
な
ど
を
通

し
て
人
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、新
し
く
別
の

地
域
か
ら
赴
任
し
て
き
た
場
合
は
、ま
ず
地
域
の
こ
と
を
理
解
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
一
連
の
流
れ

を
、私
た
ち
は
創
業
当
初
か
ら
久
留
米
の
地
で
継
続
し
て
き
ま
し

た
。そ
こ
が
大
企
業
と
差
別
化
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
．ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
は
、人
に
感
動
を
与
え
る
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、ま

ず
は
、自
分
自
身
が
自
分
を
愛
し
、家
族
を
愛
し
、友
人
を
愛
せ
る

人
に
な
ら
な
け
れ
ば
、お
客
様
に
感
動
は
与
え
ら
れ
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
オ
ン
・
オ
フ
を
上
手
に
行

い
な
が
ら
も
、常
に
自
分
を
磨
け
る
人
、考
え
て
行
動
で
き
る
人

を
求
め
て
い
ま
す
。ま
た
、S
N
S
や
動
画
で
の
集
客
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、そ
の
よ
う
な
活
動
に
前
向
き
な
人
材
が

今
か
ら
は
重
宝
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
．ど
の
よ
う
な
D
X
へ
の
取
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
は
現
在
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
利
用
を
社

員
教
育
の
一
環
で
行
っ
て
い
ま
す
。e
ラ
ー
ニ
ン

グ
上
で
の
不
動
産
業
に
特
化
し
た
動
画
を
利
用

す
る
こ
と
が
新
人
研
修
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
他
、電
子
申
し
込
み
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
進
め
て
い

き
た
い
の
はC

h
a
tG
P
T

の
活
用
で
す
。お
部
屋
探
し
を
す
る
際
に
は
、

写
真
や
物
件
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、私
た
ち
不
動
産
業
者
は
、物
件
の
良
さ
を
引
き
立
た
せ

る
た
め
に
カ
メ
ラ
マ
ン
で
も
あ
り
、ラ
イ
タ
ー
で
も
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。そ
の
中
で
も
、コ
メ
ン
ト
を
書
く
こ
と
に
関
し
て
は
、考
え
る
の

が
と
て
も
難
し
く
、他
の
物
件
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
う

傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、Ch

a
tG
P
T

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、よ
り
よ
い
コ
メ
ン
ト
作
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
．学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
を
大
事
に
し
て
、勉
強
や
遊
び
に
精
一
杯
取
り
組
み
、学
生
時
代
を

楽
し
ん
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、社
会
人
に
な
っ
た

際
に
は
再
度
、勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、悩
ん
だ
り

す
る
こ
と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
を
経
験
し
て
皆
成
長
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、心
配
せ
ず
、今
は
何
事
も
本
気
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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久
留米
大学生が

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

若菜エステート株式会社

社
長
に

き
く
!!

若菜エステート株式会社
代表取締役

さん若菜　永治

　
今
回
、取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、お
客
様
の
資
産
価
値
の
最
大
化

を
実
現
し
、お
客
様
や
オ
ー
ナ
ー
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、自
身
の
持
っ
て
い
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
同
業
他
社
に
教
え
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
に
は
驚
か
さ

れ
、同
時
に
業
界
を
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
ほ
か
に
人
種
も
関
係
な

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、素
晴

ら
し
い
考
え
だ
と
感
じ
ま
し
た
。学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
よ

う
に
、私
も
勉
強
と
遊
び
の
両
方
を
精
一
杯
取
り
組
み
、多
く
の
こ
と
を

経
験
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
　
大
瀬
良
　
尚
英

　
今
回
の
企
業
取
材
を
通
し
て
、地
域
に
根
ざ
し
た
不
動
産
業
に
つ
い

て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
域
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、そ
の

土
地
に
住
む
方
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
、そ
れ
が

不
動
産
業
を
続
け
て
い
く
上
で
や
り
が
い
や
達
成
感
に
つ
な
が
る
こ
と

が
理
解
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、社
長
で
あ
る
若
菜
様
の
様
々
な
事
に
挑

戦
し
て
い
こ
う
と
い
う
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
か
ら
会
社
の
雰
囲
気
で

あ
っ
た
り
、日
々
成
長
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。私
も
今
後
の
学
生
生
活
に
お
い
て
、何
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
　
高
橋
　
世
馬

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
行
く
前
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、若
菜
代
表

取
締
役
は
、
と
て
も
気
さ
く
な
方
で
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、地
域
性
を
理
解
し
、地
域

に
根
差
し
た
地
域
一
体
の
企
業
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。学
生
の
時

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
が
大
切

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、こ
の
こ
と
を
今

後
の
大
学
生
活
で
意
識
し
な
が
ら
、生
活
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部

　
　
　
　
　
文
化
経
済
学
科
　
松
尾
　
尚
弥

Q
．御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
弊
社
は
、平
成
7
年
7
月
、若
菜
不
動
産
の
社
名
で
久
留
米
市
中
央
町
に
創

業
し
、今
年
で
27
年
を
迎
え
ま
し
た
。平
成
12
年
9
月
に
社
名
を
若
菜
エ
ス

テ
ー
ト
株
式
会
社
に
変
更
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
22
年
1
月
に
若
菜
エ
ス

テ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、平
成
29
年
5
月
に
W
e
サ
ポ
ー
ト
株
式

会
社
を
設
立
し
、不
動
産
に
関
わ
る
お
仕
事
を
グ
ル
ー
プ
各
社
で
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。事
業
内
容
は
、不
動
産
の
売
買
、賃
貸
仲
介
、賃
貸
物

件
の
管
理
、リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
、不
動
産
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、相
続
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、家
賃
保
証
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
、清
掃
業
で
す
。そ
の

中
で
も
久
留
米
大
学
の
学
生
さ
ん
に
は
、お
部
屋
探
し
で
過
去
に
数
多
く
の

方
に
ご
成
約
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
感
動
を
」
Q
．御
社
が
誇
れ
る
こ
と（
強
み
）や
こ
だ
わ
り
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
地
場
企
業
と
し
て
、色
々
な
業
種
の
方
と
の
交

流
を
創
業
当
時
か
ら
非
常
に
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。そ
う
い
っ
た
方
々
か
ら
は
、お
取
引
だ
け

で
な
く
、お
客
様
の
ご
紹
介
も
多
く
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、様
々
な
資
格
保
有
者
が
在
籍
し
て
お

り
、お
客
様
の
依
頼
内
容
に
よ
っ
て
専
門
的
な
話

を
資
格
保
持
者
が
対
応
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の

満
足
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。資
格
内
容
と
し
て
は
、宅

地
建
物
取
引
士
、賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
、管
理
業
務
主
任
者
、マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
、C
P
M（
米
国
認
定
不
動
産
経

営
管
理
士
）に
な
り
ま
す
。特
に
、C
P
M
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
12
月
時

点
で
全
国
約
6
2
0
名
が
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、久
留
米
市
で
み
る
と
数
名

し
か
保
有
し
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
中
で
、私
が
初
め
て
久
留
米
で
取
得
し
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、弊
社
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

Q
．経
営
さ
れ
る
う
え
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
す
か
。

　
弊
社
は
、弊
社
理
念
の「
お
客
様
に
感
動
を
与
え
、記
憶
に
残
る
仕
事
を
す

る
」に
基
づ
い
た
行
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、「
衣
・
食
・
住
」の
住
の

部
分
か
ら
お
客
様
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
と
誇
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、住
の
部
分
は
、安
い
買
い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、私

た
ち
は
お
客
様
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
一
コ
マ
に
感
動
を
与
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
を
社
員
一
人
一
人
が
意
識
す
れ
ば
、行
動
や
対
応

に
変
化
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
う
し
な
さ
い
と
社
員
に
言
う
の
で
は
な
く
、自
分

自
身
で
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
意
識
さ
せ
て
い
ま
す
。

Q
．会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
、伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

　
会
社
と
し
て
挑
戦
し
て
い
き
た
い
の
は
、タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。私

た
ち
は
個
々
の
不
動
産
を
取
引
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
の
一
つ
を
取
引
す
る

際
の
隣
地
に
空
き
家
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
お
店
な
ど
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
使
わ
れ
て
い
な
い
建
物
や
土
地
な
ど
の
所
有
者
に
お
願

い
を
し
て
、個
人
と
自
治
体
が
一
体
で
事
業
を
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。例
え
ば
、県
外
の
と
あ
る
中
核
市
で
は
、約
1
1
、0
0
0

坪
の
土
地
の
中
に
、高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
、学
生
向
け
住
宅
、障
害
児
入
所
施
設
、日
用
品
販

売
施
設
、レ
ス
ト
ラ
ン
、温
泉
施
設
、ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
ま
で
あ
り
、

高
齢
者
か
ら
若
者
、障
害
を
お
持
ち
の
方
ま
で
分
け
隔
て
な
く
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
街
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
で
、空
き
家
問
題
や
高
齢
者
の
孤

立
問
題
な
ど
を
解
決
し
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
の
実
現
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
．大
企
業
と
比
較
し
た
場
合
、中
小
企
業
の
強
み
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
中
小
企
業
の
強
み
は
、地

域
性
の
理
解
度
や
、地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
企
業
と
の
つ

な
が
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、不
動
産
に
関
わ

る
仕
事
で
あ
る
た
め
、第
一
に
地
域
性
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
実
現
に
向
け
て
、地
域
活

動
へ
の
参
加
や
、先
輩
方
か
ら
今
ま
で
の
経
験
を
伝
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。大
企
業
は
人
材
が
一
つ
の
場
所

で
定
着
す
る
の
が
困
難
な
場
合
や
、人
事
異
動
、転
勤
な
ど
を
通

し
て
人
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、新
し
く
別
の

地
域
か
ら
赴
任
し
て
き
た
場
合
は
、ま
ず
地
域
の
こ
と
を
理
解
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
一
連
の
流
れ

を
、私
た
ち
は
創
業
当
初
か
ら
久
留
米
の
地
で
継
続
し
て
き
ま
し

た
。そ
こ
が
大
企
業
と
差
別
化
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
．ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
は
、人
に
感
動
を
与
え
る
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、ま

ず
は
、自
分
自
身
が
自
分
を
愛
し
、家
族
を
愛
し
、友
人
を
愛
せ
る

人
に
な
ら
な
け
れ
ば
、お
客
様
に
感
動
は
与
え
ら
れ
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
オ
ン
・
オ
フ
を
上
手
に
行

い
な
が
ら
も
、常
に
自
分
を
磨
け
る
人
、考
え
て
行
動
で
き
る
人

を
求
め
て
い
ま
す
。ま
た
、S
N
S
や
動
画
で
の
集
客
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、そ
の
よ
う
な
活
動
に
前
向
き
な
人
材
が

今
か
ら
は
重
宝
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
．ど
の
よ
う
な
D
X
へ
の
取
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
は
現
在
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
利
用
を
社

員
教
育
の
一
環
で
行
っ
て
い
ま
す
。e
ラ
ー
ニ
ン

グ
上
で
の
不
動
産
業
に
特
化
し
た
動
画
を
利
用

す
る
こ
と
が
新
人
研
修
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
他
、電
子
申
し
込
み
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
進
め
て
い

き
た
い
の
はC

h
a
tG
P
T

の
活
用
で
す
。お
部
屋
探
し
を
す
る
際
に
は
、

写
真
や
物
件
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、私
た
ち
不
動
産
業
者
は
、物
件
の
良
さ
を
引
き
立
た
せ

る
た
め
に
カ
メ
ラ
マ
ン
で
も
あ
り
、ラ
イ
タ
ー
で
も
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。そ
の
中
で
も
、コ
メ
ン
ト
を
書
く
こ
と
に
関
し
て
は
、考
え
る
の

が
と
て
も
難
し
く
、他
の
物
件
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
う

傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、Ch

a
tG
P
T

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、よ
り
よ
い
コ
メ
ン
ト
作
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
．学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
を
大
事
に
し
て
、勉
強
や
遊
び
に
精
一
杯
取
り
組
み
、学
生
時
代
を

楽
し
ん
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、社
会
人
に
な
っ
た

際
に
は
再
度
、勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、悩
ん
だ
り

す
る
こ
と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
を
経
験
し
て
皆
成
長
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、心
配
せ
ず
、今
は
何
事
も
本
気
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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次世代を担う人づくり
～大学生の編集者体験～

絣
藍
ド
ル 

あ
い
く
る

　
私
た
ち
あ
い
く
る
は
久
留

米
大
学
法
学
部
主
催
の「
絣

フ
ェ
ス
タ
」か
ら
２
０
２
２

年
８
月
に
誕
生
し
た
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
で
す
。あ
い
く

る
の
あ
い
は「
藍
色
」、く
る

は「
久
留
米
」、絣
藍
ド
ルin

久

留
米
、略
し
て
あ
い
く
る
で

す
。私
た
ち
は
久
留
米
絣
業

界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、久

留
米
市
全
体
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、絣
フ
ェ
ス
タ
が
従
来
行
っ
て
い
る
久
留
米
絣
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
加
え
、ダ
ン
ス
や
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

な
ど
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、あ
い
く

る
の
代
表
と
副
代
表
二
人
が
あ
い
く
る
誕
生
の
経
緯
及

び
、あ
い
く
る
と
し
て
行
っ
て
き
た
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

絣
フ
ェ
ス
タ

　
絣
フ
ェ
ス
タ
と
は
、２
０
１
５
年
に
法
学
部
が
開
始
し

た
久
留
米
市
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
久
留
米
絣
を
テ
ー

マ
に
し
た
地
域
連
携
活
動
で
す
。学
生
が
主
体
と
な
っ
て

企
画
、運
営
を
行
っ
て
お
り
、年
々
規
模
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
学
生
が
、モ
デ
ル
と
な
っ

て
、久
留
米
絣
を
着
用
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行

い
、同
世
代
の
人
た
ち
に
若

者
視
点
で
久
留
米
絣
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。学
生

が
着
用
す
る
久
留
米
絣
の
衣

装
は
、久
留
米
市
を
拠
点
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
古
賀
円（
こ
が
ま
ど

か
）さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
他
に
も
久
留
米
絣
の
地
域
一

貫
生
産
活
動
の
支
援
を
行
う
藍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、銀
梅
花

（
ぎ
ん
ば
い
か
）の
普
及
の
支
援
を
行
う
マ
ー
ト
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多
種
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、久
留
米

絣
業
界
や
地
元
企
業
へ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
く
る
誕
生

　
久
留
米
絣
業
界
や
地
元
企
業
へ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て

い
る
一
方
で
、一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、認
知

度
が
低
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。絣
藍
ド

ル
あ
い
く
る
は
絣
フ
ェ
ス
タ
に
変
革
を
も
た
ら
し
、認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
と
い
っ
た
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
く
る
お
披
露
目

　
２
０
２
２
年
８
月
久
留
米
座
で
行
わ
れ
た
絣
フ
ェ
ス
タ

に
て
、あ
い
く
る
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。久
留
米
絣
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
の
皮

切
り
と
し
て
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
に
加
え
、久
留
米
絣
の

創
始
者
で
あ
る
井
上
伝
に
つ
い

て
研
究
し
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し

た
。衣
装
は
、古
賀
円（
こ
が
ま

ど
か
）さ
ん
に
メ
ン
バ
ー
一
人

一
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
よ
う

に
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。衣
装
に
使
わ
れ
て
い
る
生

地
は
立
湧
（
た
て
わ
く
）
と
い

い
、水
蒸
気
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立

ち
上
が
る
様
子
を
表
し
た
有
職

文
様
（
ゆ
う
そ
く
も
ん
よ
う
）

で
、運
気
を
上
げ
る
文
様
と
さ

れ
て
お
り
、古
賀
さ
ん
が
あ
い

く
る
の
運
気
が
上
が
る
よ
う
に

と
選
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

学
祭

　
10
月
に
は
久
留
米
工
業
大
学

の
愁
華
祭（
し
ゅ
う
か
さ
い
）

と
、久
留
米
大
学
の
あ
の
く
祭

に
そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
出
演
し
ま

し
た
。絣
フ
ェ
ス
タ
と
は
異
な

り
、構
成
や
打
ち
合
わ
せ
も
代

表
を
中
心
に
全
て
自
分
た
ち
で

行
い
ま
し
た
。一
か
ら
ス
テ
ー

ジ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
の
か
、上
手
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
の
か

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、紆
余
曲
折
は
あ
り
ま

し
た
が
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団
結
し
練
習
し
た
甲
斐
も
あ

り
、無
事
に
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
前
は
み
ん
な
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、観
客
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
拍
手
や
ご
声
援

の
お
か
げ
で
、心
の
底
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。あ
の
時
の
達
成
感
と
充
実
感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
き
な
舞
台
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
た
い
と
あ
い
く
る
が
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
で
も
あ
り
ま
す
。

ほ
と
め
き
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
点
灯
式（
久
留
米
市
長
と
対
談
）

　
例
年
、久
留
米
市
の
明
治
通
り
で
行
わ
れ
て
い
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
第
18
回
久
留
米
光
の
祭
典
ほ
と
め

き
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」の
広
報
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
に
10
月
に
就
任
し

ま
し
た
。S 

N 

S
だ
け
で
な

く
イ
ベ
ン
ト
P 

R
の
た
め
に

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
原
口
久

留
米
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た

り
、R 

K 

B
の
タ
ダ
イ
マ
！

内
で
告
知
を
し
た
り
と
様
々
な

広
報
活
動
を
行
い
ま
し

た
。私
た
ち
は
、企
画
の

立
案
か
ら
携
わ
っ
て
お

り
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
青
色
を
基
調
と
し
た

色
に
統
一
、イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
映
え
る
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
と

い
っ
た
案
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、２

０
２
２
年
12
月
９
日
に
は
点
灯
式
が
行
わ

れ
、ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
と
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

P 

V（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
）撮
影

　
私
た
ち
あ
い
く
る
は
久
留
米
絣
業
界
だ
け
で

な
く
久
留
米
市
全
体
を
応
援
で
き
れ
ば
と
思
い

活
動
し
て
い
ま
す
。P 

V
第
２
弾
は
２
０
２
３

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
久
留
米
市
合
川
町
の

く
る
め
ブ
ー
ゲ
ン
の
森

に
て
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。久
留
米
の
素
敵
な
物

や
場
所
を
P
V
を
通
し

て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
事
と
の
対
談

　
２
０
２
２
年
11
月
25
日
に
、服
部
誠
太
郎
福
岡
県
知
事
を
久
留
米

大
学
御
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
迎
え
し
、地
域
連
携
拠
点
の「
つ
な
が
る

め
」で
意
見
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。私
た
ち
あ
い
く
る
は
、久
留
米

大
学
学
生
代
表
と
し
て
参

加
し
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
披

露
し
ま
し
た
。久
留
米
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
他
の
参
加

者
の
方
々
の
お
話
を
聞
く

こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
を
受

け
、今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

久
留
米
の
課
題
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、私
た
ち
も
そ
の
一
員
だ
と
思
う
と
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。あ
い
く
る
は
、久
留
米
市

全
体
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
目
標
が
あ
る
の

で
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
参
加
し
、よ
り
一
層
活
動
を
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

久
留
米
植
木
ま
つ
り

　
２
０
２
３
年
１
月
22
日
に
、久
留
米
市
内

の
ゆ
め
タ
ウ
ン
で
行
わ
れ
た
久
留
米
植
木
ま

つ
り
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

久
留
米
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
く

る
っ
ぱ
と
コ
ラ
ボ
を
し
、写
真
撮
影
会
を
行

い
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

企
業
訪
問

　
絣
フ
ェ
ス
タ
に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
様
へ
の
訪
問
も

行
っ
て
い
ま
す
。地
域
連
携
活
動
で
あ
る
絣

フ
ェ
ス
タ
や
あ
い
く
る
は
、た
く
さ
ん
の
地

元
企
業
か
ら
の
ご
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

藍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
コ
ラ
ボ
商
品
の
共
同
開

発
を
行
っ
て
い
る
オ
カ
モ
ト
商
店
様
、練
習

会
場
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ
ン
株
式
会
社
様
、地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
に
私
た
ち
の
活
動
を
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
野
村
證
券
久
留
米
支
店
様
な
ど
、す
べ
て
書
き
き
れ

な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

久
留
米
絣
の
研
究

　
久
留
米
絣
の
魅
力
を
正
確
に
お
伝
え
す
る

た
め
に
、私
た
ち
は
久
留
米
絣
の
工
房
を
訪

れ
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。久
留
米
絣
協
同

組
合
の
理
事
長
で
あ
る
山
村
健
さ
ん
や
あ
い

く
る
の
衣
装
の
生
地
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た

下
川
強
臓
さ
ん
の
工
房
に
伺
い
、久
留
米
絣

が
作
ら
れ
る
工
程
の
一
つ
一
つ
を
ク
イ
ズ
を

交
え
て
楽
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。実
際
に
工
房
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
今

ま
で
気
が
付
か
な
か
っ
た
絣
の
新
た
な
魅

力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、地
域
に
寄
り
添
い
、地
域
の
文
化
に
つ

い
て
細
か
く
分
析
し
、地
域
の
強
み
を
生

か
し
た
お
店
作
り
を
さ
れ
て
い
る「
う
な

ぎ
の
寝
床
」さ
ん
を
訪
問
し
、地
方
創
生
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、私
た
ち
あ
い
く
る
が

実
際
に
う
な
ぎ
の
寝
床
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
ん
ぺ
を
着
用
し
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
る
私
た
ち

あ
い
く
る
で
す
が
、誕
生
し
た
ば
か
り
で

ま
だ
ま
だ
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。も
っ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
記
事
を
読
ん
で
あ
い
く
る
に
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
、あ
い
く
る
に
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
て
ほ
し
い
と
い
う
方
は
是
非
あ
い
く
る
公
式
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
あ
い
く
る
は
ス
テ
ー
ジ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
限
ら
ず
、様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

で
す
！

　
あ
い
く
る
と
い
っ
し
ょ
に
久

留
米
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

久
留
米
大
学 

法
学
部
法
律
学
科
３
年

あ
い
く
る
代
表
兼
ス
イ
ー
ツ
担
当
　
松
藤
花
華

全
力
で
楽
し
む
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
！

久
留
米
大
学 

法
学
部
法
律
学
科
３
年

あ
い
く
る
副
代
表
兼
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
担
当
　
森
美
咲

少
し
で
も
、久
留
米
絣
と
あ
い
く
る
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
！

YouTube はこちら YouTube はこちら

YouTube はこちら

YouTube はこちら

Web ページはこちら
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次世代を担う人づくり
～大学生の編集者体験～

絣
藍
ド
ル 

あ
い
く
る

　
私
た
ち
あ
い
く
る
は
久
留

米
大
学
法
学
部
主
催
の「
絣

フ
ェ
ス
タ
」か
ら
２
０
２
２

年
８
月
に
誕
生
し
た
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
で
す
。あ
い
く

る
の
あ
い
は「
藍
色
」、く
る

は「
久
留
米
」、絣
藍
ド
ルin

久

留
米
、略
し
て
あ
い
く
る
で

す
。私
た
ち
は
久
留
米
絣
業

界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、久

留
米
市
全
体
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、絣
フ
ェ
ス
タ
が
従
来
行
っ
て
い
る
久
留
米
絣
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
加
え
、ダ
ン
ス
や
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

な
ど
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、あ
い
く

る
の
代
表
と
副
代
表
二
人
が
あ
い
く
る
誕
生
の
経
緯
及

び
、あ
い
く
る
と
し
て
行
っ
て
き
た
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

絣
フ
ェ
ス
タ

　
絣
フ
ェ
ス
タ
と
は
、２
０
１
５
年
に
法
学
部
が
開
始
し

た
久
留
米
市
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
久
留
米
絣
を
テ
ー

マ
に
し
た
地
域
連
携
活
動
で
す
。学
生
が
主
体
と
な
っ
て

企
画
、運
営
を
行
っ
て
お
り
、年
々
規
模
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
学
生
が
、モ
デ
ル
と
な
っ

て
、久
留
米
絣
を
着
用
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行

い
、同
世
代
の
人
た
ち
に
若

者
視
点
で
久
留
米
絣
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。学
生

が
着
用
す
る
久
留
米
絣
の
衣

装
は
、久
留
米
市
を
拠
点
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
古
賀
円（
こ
が
ま
ど

か
）さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
他
に
も
久
留
米
絣
の
地
域
一

貫
生
産
活
動
の
支
援
を
行
う
藍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、銀
梅
花

（
ぎ
ん
ば
い
か
）の
普
及
の
支
援
を
行
う
マ
ー
ト
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多
種
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、久
留
米

絣
業
界
や
地
元
企
業
へ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
く
る
誕
生

　
久
留
米
絣
業
界
や
地
元
企
業
へ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て

い
る
一
方
で
、一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、認
知

度
が
低
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。絣
藍
ド

ル
あ
い
く
る
は
絣
フ
ェ
ス
タ
に
変
革
を
も
た
ら
し
、認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
と
い
っ
た
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
く
る
お
披
露
目

　
２
０
２
２
年
８
月
久
留
米
座
で
行
わ
れ
た
絣
フ
ェ
ス
タ

に
て
、あ
い
く
る
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。久
留
米
絣
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
の
皮

切
り
と
し
て
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
に
加
え
、久
留
米
絣
の

創
始
者
で
あ
る
井
上
伝
に
つ
い

て
研
究
し
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し

た
。衣
装
は
、古
賀
円（
こ
が
ま

ど
か
）さ
ん
に
メ
ン
バ
ー
一
人

一
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
よ
う

に
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。衣
装
に
使
わ
れ
て
い
る
生

地
は
立
湧
（
た
て
わ
く
）
と
い

い
、水
蒸
気
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立

ち
上
が
る
様
子
を
表
し
た
有
職

文
様
（
ゆ
う
そ
く
も
ん
よ
う
）

で
、運
気
を
上
げ
る
文
様
と
さ

れ
て
お
り
、古
賀
さ
ん
が
あ
い

く
る
の
運
気
が
上
が
る
よ
う
に

と
選
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

学
祭

　
10
月
に
は
久
留
米
工
業
大
学

の
愁
華
祭（
し
ゅ
う
か
さ
い
）

と
、久
留
米
大
学
の
あ
の
く
祭

に
そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
出
演
し
ま

し
た
。絣
フ
ェ
ス
タ
と
は
異
な

り
、構
成
や
打
ち
合
わ
せ
も
代

表
を
中
心
に
全
て
自
分
た
ち
で

行
い
ま
し
た
。一
か
ら
ス
テ
ー

ジ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
の
か
、上
手
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
の
か

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、紆
余
曲
折
は
あ
り
ま

し
た
が
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団
結
し
練
習
し
た
甲
斐
も
あ

り
、無
事
に
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
前
は
み
ん
な
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、観
客
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
拍
手
や
ご
声
援

の
お
か
げ
で
、心
の
底
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。あ
の
時
の
達
成
感
と
充
実
感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
き
な
舞
台
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
た
い
と
あ
い
く
る
が
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
で
も
あ
り
ま
す
。

ほ
と
め
き
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
点
灯
式（
久
留
米
市
長
と
対
談
）

　
例
年
、久
留
米
市
の
明
治
通
り
で
行
わ
れ
て
い
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
第
18
回
久
留
米
光
の
祭
典
ほ
と
め

き
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」の
広
報
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
に
10
月
に
就
任
し

ま
し
た
。S 

N 

S
だ
け
で
な

く
イ
ベ
ン
ト
P 

R
の
た
め
に

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
原
口
久

留
米
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た

り
、R 

K 

B
の
タ
ダ
イ
マ
！

内
で
告
知
を
し
た
り
と
様
々
な

広
報
活
動
を
行
い
ま
し

た
。私
た
ち
は
、企
画
の

立
案
か
ら
携
わ
っ
て
お

り
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
青
色
を
基
調
と
し
た

色
に
統
一
、イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
映
え
る
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
と

い
っ
た
案
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、２

０
２
２
年
12
月
９
日
に
は
点
灯
式
が
行
わ

れ
、ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
と
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

P 

V（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
）撮
影

　
私
た
ち
あ
い
く
る
は
久
留
米
絣
業
界
だ
け
で

な
く
久
留
米
市
全
体
を
応
援
で
き
れ
ば
と
思
い

活
動
し
て
い
ま
す
。P 

V
第
２
弾
は
２
０
２
３

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
久
留
米
市
合
川
町
の

く
る
め
ブ
ー
ゲ
ン
の
森

に
て
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。久
留
米
の
素
敵
な
物

や
場
所
を
P
V
を
通
し

て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
事
と
の
対
談

　
２
０
２
２
年
11
月
25
日
に
、服
部
誠
太
郎
福
岡
県
知
事
を
久
留
米

大
学
御
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
迎
え
し
、地
域
連
携
拠
点
の「
つ
な
が
る

め
」で
意
見
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。私
た
ち
あ
い
く
る
は
、久
留
米

大
学
学
生
代
表
と
し
て
参

加
し
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
披

露
し
ま
し
た
。久
留
米
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
他
の
参
加

者
の
方
々
の
お
話
を
聞
く

こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
を
受

け
、今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

久
留
米
の
課
題
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、私
た
ち
も
そ
の
一
員
だ
と
思
う
と
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。あ
い
く
る
は
、久
留
米
市

全
体
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
目
標
が
あ
る
の

で
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
参
加
し
、よ
り
一
層
活
動
を
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

久
留
米
植
木
ま
つ
り

　
２
０
２
３
年
１
月
22
日
に
、久
留
米
市
内

の
ゆ
め
タ
ウ
ン
で
行
わ
れ
た
久
留
米
植
木
ま

つ
り
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

久
留
米
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
く

る
っ
ぱ
と
コ
ラ
ボ
を
し
、写
真
撮
影
会
を
行

い
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

企
業
訪
問

　
絣
フ
ェ
ス
タ
に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
様
へ
の
訪
問
も

行
っ
て
い
ま
す
。地
域
連
携
活
動
で
あ
る
絣

フ
ェ
ス
タ
や
あ
い
く
る
は
、た
く
さ
ん
の
地

元
企
業
か
ら
の
ご
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

藍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
コ
ラ
ボ
商
品
の
共
同
開

発
を
行
っ
て
い
る
オ
カ
モ
ト
商
店
様
、練
習

会
場
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ
ン
株
式
会
社
様
、地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
に
私
た
ち
の
活
動
を
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
野
村
證
券
久
留
米
支
店
様
な
ど
、す
べ
て
書
き
き
れ

な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

久
留
米
絣
の
研
究

　
久
留
米
絣
の
魅
力
を
正
確
に
お
伝
え
す
る

た
め
に
、私
た
ち
は
久
留
米
絣
の
工
房
を
訪

れ
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。久
留
米
絣
協
同

組
合
の
理
事
長
で
あ
る
山
村
健
さ
ん
や
あ
い

く
る
の
衣
装
の
生
地
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た

下
川
強
臓
さ
ん
の
工
房
に
伺
い
、久
留
米
絣

が
作
ら
れ
る
工
程
の
一
つ
一
つ
を
ク
イ
ズ
を

交
え
て
楽
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。実
際
に
工
房
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
今

ま
で
気
が
付
か
な
か
っ
た
絣
の
新
た
な
魅

力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、地
域
に
寄
り
添
い
、地
域
の
文
化
に
つ

い
て
細
か
く
分
析
し
、地
域
の
強
み
を
生

か
し
た
お
店
作
り
を
さ
れ
て
い
る「
う
な

ぎ
の
寝
床
」さ
ん
を
訪
問
し
、地
方
創
生
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、私
た
ち
あ
い
く
る
が

実
際
に
う
な
ぎ
の
寝
床
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
ん
ぺ
を
着
用
し
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
る
私
た
ち

あ
い
く
る
で
す
が
、誕
生
し
た
ば
か
り
で

ま
だ
ま
だ
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。も
っ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
記
事
を
読
ん
で
あ
い
く
る
に
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
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華
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YouTube はこちら

YouTube はこちら
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21 ここんにき 20ここんにき年金は「ちくしん」に相談してみよう。 自社PRは「ちくしん」に相談してみよう。
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ホンネ久留米大学生にきく！若者の

こんな場所で就職できたらいいな

こんな会社に就職したい

大手志向の程度

消費する場所

消費のきっかけとなるSNSなど

公務員になりたい

人が急増しました。

コロナ禍で世界中

の大きな混乱を目

の当たりにして、学

生の心境の変化も

大きいようです

コロナ禍で、ライフ

スタイルは激変し

ました。大学生もイ

ンターネットによ

る消費が激増した

ことがわかります。

大きな変化はないようです。

ベスト４は、「安定している」「給料が高い」「やりたい仕事ができる」「休日・休暇が多い」で、4年半前も現在も不動です。

久留米市希望が９％から14％へ増加、福岡県内希望が52％から55％へ増加しており、地元志向がやや強まったのか

な？という感じでしょうか。

4年半前は、1位ツイッター、2位インスタグラムでしたが、現在は逆転しました。

いまやSNSのメインはインスタグラムであることが、この結果からもわかります。

久留米大学生に2018年11月号で140名、2023年5月号で299名を対象に就職観と消費に関するアンケート調査を実施

しました。（複数回答や無回答が含まれるため必ずしも100％にならない場合があります）
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